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新
上
田
市
誕
生
３
年
目
記
念

〜
日
本
の
原
風
景
が
息
づ
く
ま
ち
〜

原田泰治の世界展 in 上田
たいじワールド イン  うえだ

　この秋、諏訪市在住の画家、原田泰治氏の作品展覧会を上田創造館で開催します。
期間中、武石の風景をテーマに描いた新作発表会、展覧会場でのふれあい交流会・
サイン会や子ども絵画教室があるほか、あいそめの湯でスペシャルトークショー
も開催。そして、このイベントにあわせ上田ガスのガスホルダーや別所線電車に
原田氏デザインのラッピングを施し、日本の原風景の残るまちとして県内外にPR
します。
　これらの催しを効果的に連携させ「たいじワールド」として展開していきます。
市民の皆さんどうぞお楽しみに！

子ども絵画教室
（小学校高学年対象）
10月25日㈯
上田創造館大ホール
展覧会場内で原田氏の作品を模写

平成18年 子ども絵画教室

開催
します

第１回「原田泰治の世界展 in 上田」実行委員会

トークショー
TAIJI ＆ KUMA
11月３日（月・文化の日）
別所温泉あいそめの湯
原田先生の大学時代の同級生でK

ク マ

UMA
さんの愛称でタレントとしても活躍し
ている、鉄のゲージツ家・篠原勝之氏
とのスペシャルトーク

作品展覧会
（原田氏の原画80点を展示）
10月23日㈭～11月９日㈰
上田創造館大ホール
新作（武石の風景）発表会
ふれあい交流会・サイン会
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　原田先生との出会
いは、平成16年に遡

さかのぼ

ります。
　市民の方から、原

田先生の秋の代表作、「秋の夕暮れ」という作品を上田
市に寄贈していただいたことがきっかけで、原田先生
と直接お会いする機会ができました。
　当時、別所線存続の危機が叫ばれるなかで、別所
線を愛する市民の皆さんが手がけた「別所線の電車に
乗って」という絵本の発行に際しては、親友のさだま
さしさんとともに、応援メッセージをお贈りいただき
ました。

　また平成18年の「原田泰治と子どもたちのふれあい
絵画教室 in 上田」、「第４回別所線利用促進シンポジ
ウム」、更に昨年、新市発足１周年記念事業として開
催した「さだまさしアコースティックコンサート」の実
現にもご尽力いただくなど、様々な場面でご支援をい
ただいています。
　原田先生が県内各地を描いた作品の中には、上田の
「秋の夕暮れ」、丸子の「魚とり」という作品があります
が、更なる上田の発展のためにということで、上田市
において実に３作目となる武石の風景をテーマとした
新たな作品づくりに取り組んでいただけることとなり
ました。
　第２のふるさと・上田の大応援団長である原田先生
の熱い思いが込められたこの「たいじワールド」を、ぜ
ひ市民の皆さんに楽しんでいただきたいと思います。

母
袋
市
長
か
ら
ひ
と
こ
と

原
田
泰
治
先
生
と
上
田
市
と
の
か
か
わ
り

ガスホルダー ラッピング
９月上旬完成予定
上田駅近くの上田ガス㈱のガスホルダー
に、原田氏デザインのラッピングを施し
ます。

別所線電車 ラッピング
10月上旬完成予定
上田電鉄㈱の新導入車両に原田氏デザ
インのラッピングを施します。
記念電車運行
記念切符発売予定

◆
協
賛
企
業
を
募
集
し
ま
す

　

本
事
業
は
、新
上
田
市
誕
生
３
年
目
を
記

念
し
、市
民
・
地
域
の
一
体
感
の
醸
成
、芸
術
・

文
化
振
興
、別
所
線
の
利
用
促
進
な
ど
を
目

的
と
し
て
お
り
、市
民
協
働
の
視
点
か
ら
、市

民
総
参
加
の
事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、本
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る

企
業
を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん
か
ら
資
金
提

供
を
い
た
だ
き
、事
業
運
営
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、実
行
委
員
会
が
作
成

す
る
各
種
印
刷
物
・
掲
示
物
な
ど
へ
の
協
賛

者
名
の
掲
載
な
ど
、協
賛
企
業
の
皆
さ
ん
の

Ｐ
Ｒ
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

協
賛
種
類　

企
業
協
賛
金　

１
口
５
万
円

募
集
期
間　

８
月
１
日
㈮
〜
８
月
29
日
㈮

使　
　

途　

別
所
線
電
車
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
費

用
、会
場
設
営
や
印
刷
物
制
作
に
係
る
費

用
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
経
費
な
ど
に
充

当
し
ま
す
。

申
込
方
法　

事
務
局
に
あ
る
所
定
の
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、事
務
局
あ
て
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
、

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集

　

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、作
品
展
覧
会
な

ど
の
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア（
期
間
中
、一
定
日
数
、責
任
を
持
っ

て
活
動
い
た
だ
け
る
方
）を
募
集
し
ま
す
。

　

８
月
29
日
㈮
ま
で
を
受
付
期
間
と
し
ま
す

の
で
、事
務
局
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

絵本「別所線の電車に乗って」

　「原田泰治の世界展in上田」実行委員会事務局（ 政策企画課内）　TEL23･5112

東急100系

上田の
大応援団長
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市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
と
安
心
を

守
る
た
め
に
は
、
救
急
医
療
の
提
供

を
欠
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
在

の
救
急
医
療
体
制
は
、
急
病
の
と
き

や
大
き
な
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
救
急

車
な
ど
で
病
院
ま
で
搬
送
し
て
く
れ

る
体
制
は
整
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療

の
高
度
化
や
専
門
化
が
進
む
と
と
も

に
、
医
師
不
足
の
た
め
全
国
的
に
救

急
患
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
病
院
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、
医
師
不
足

の
中
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
と
安

心
を
守
る
救
急
医
療
の
提
供
体
制
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

●
上
田
地
域
の

　

救
急
医
療
の
現
状

　

上
田
市
で
は
上
田
地
域
広
域
連
合

に
よ
り
市
内
に
六
つ
の
消
防
署
が
配

置
さ
れ
、
予
備
車
両
を
含
め
８
台
の

救
急
車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
41
人
の
救
急
救
命
士
を
含
む
１

３
８
人
の
救
急
隊
員
に
よ
り
救
急
搬

送
な
ど
の
業
務
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
に
お
け
る
上
田
市
の
救

急
出
動
は
６
３
４
０
件
に
の
ぼ
り
、

地
域
内
の
病
院
群
輪
番
制
病
院
を
含

む
医
療
機
関
や
地
域
外
の
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
搬
送
し
て
い
ま
す
。

●
救
急
搬
送
の
体
制

　

長
野
県
は
山
間
地
域
が
多
く
、
救

急
搬
送
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
従
来
の
救
急
車

に
加
え
平
成
17
年
か
ら
、
国
と
県
が

助
成
し
て
東
信
地
域
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
佐
久
総
合
病
院
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
配
備
さ
れ
、
緊
急
度

が
高
い
場
合
や
、
適
切
な
医
療
機
関

へ
の
搬
送
に
時
間
が
か
か
る
場
合
に

患
者
を
搬
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
の
消
防
防
災
ヘ
リ
も
同
様
に
運
航

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
田
市
は
、
菅
平

高
原
か
ら
美
ヶ
原
高
原
ま
で
５
５
２

㎢
と
広
大
な
面
積
を
有
し
て
い
ま
す

の
で
、
急
病
や
ケ
ガ
の
と
き
に
は
医

療
機
関
へ
の
距
離
も
あ
り
、
搬
送
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
は
大
変

有
効
な
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
夜
間

や
天
候
の
悪
い
日
に
は
運
航
が
で
き

な
い
と
い
う
欠
点
も
持
ち
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
救
急
搬
送
体
制
の

整
備
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
救
急
医

療
を
提
供
す
る
病
院
の
医
師
不
足
、

ま
た
ベ
ッ
ド
の
満
床
や
専
門
外
な
ど

で
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
場
合
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

●
救
急
医
療
の

　

機
能
分
担
と
連
携

　

現
代
の
医
療
は
高
度
化
・
専
門
化

が
進
み
搬
送
体
制
の
整
備
と
併
せ
て

救
命
率
は
高
く
な
る
一
方
で
、
医
師

不
足
や
専
門
性
の
向
上
な
ど
に
よ

り
、
受
け
入
れ
で
き
る
病
院
が
限
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
一
つ
の
地
域
内

で
、
自
己
完
結
型
の
医
療
が
提
供
で

き
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
で
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
相
当
の
設
備
と

医
師
を
含
む
医
療
従
事
者
の
充
実
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ

て
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
難
し

い
中
で
救
急
医
療
の
提
供
を
図
る
に

は
、
各
医
療
機
関
の
持
つ
機
能
に
応

じ
た
役
割
分
担
と
連
携
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

上
田
市
で
は
、
救
急
医
療
の
役
割

分
担
を
進
め
る
と
と
も
に
、
初
期
救

急
医
療
機
関
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
救
急
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
を
整
備
し
て
受
診
可
能
な
医
療

私たちの医療を
守るために
❹救急医療の現状と取り組み

Feature

私たちの医療を守るために、今問題
となっている周産期医療に関する医
師不足の状況や取り組みをお伝えし
てきました。今回は、救急医療の状
況と医師不足の中で、いかにして救
急医療の体制をつくり上げていくか
についてお伝えします。

傷病程度別搬送人員

区分
上田地域（平成19年） 長野県（平成18年） 全国（平成18年）

人数 割合 人数 割合 人数 割合

死亡 145人 1.9% 1,418人 1.8% 67,741人 1.4%

重症 1,056人 13.9% 9,230人 12.1% 473,111人 9.7%

中等症 3,392人 44.6% 32,519人 42.6% 1,798,775人 36.8%

軽症 2,934人 38.6% 32,948人 43.2% 2,546,250人 52.0%

その他 73人 1.0% 222人 0.3% 6,716人 0.1%

計 7,600人 100.0% 76,337人 100.0% 4,892,593人 100.0%
※長野県及び全国の数値は消防庁「救急・救助の現況」による
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機
関
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
師
会
や
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会

の
ご
協
力
に
よ
り
、
休
日
当
番
医
、

歯
科
休
日
当
番
医
、
休
日
当
番
薬
局

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
入
院
治
療
が
必
要
な
救
急

患
者
の
対
応
は
、
病
院
群
輪
番
制
病

院
に
よ
り
二
次
救
急
医
療
が
提
供
さ

れ
、
長
野
病
院
に
よ
り
そ
の
後
方
支

援
が
行
わ
れ
る
と
い
う
連
携
が
取
ら

れ
て
い
ま
す
。
長
野
病
院
で
も
対
応

が
で
き
な
い
よ
う
な
重
篤
救
急
患
者

は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
佐

久
総
合
病
院
や
、
高
度
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
で
あ
る
信
大
附
属
病
院
な
ど

に
よ
り
医
療
提
供
が
行
わ
れ
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
開
設
し
て
い
る
小
児
初
期
救

急
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
長
野
病

院
と
の
連
携
に
よ
り
内
科
系
の
救
急

医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話

相
談
や
応
急
的
な
診
察
を
行
い
、
状

態
が
悪
い
場
合
は
長
野
病
院
の
小
児

科
に
よ
り
診
療
が
行
わ
れ
る
体
制
が

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
救
急
医
療
体
制
を

　

守
る
た
め
に

　

医
師
不
足
や
医
療
の
専
門
化
な
ど

に
よ
り
、
救
急
医
療
を
提
供
す
る
病

院
が
限
ら
れ
て
き
て
い
る
状
況
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
不
可

欠
と
な
り
ま
す
。
全
国
の
割
合
と
比

べ
る
と
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
軽
症
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
急

車
を
利
用
し
て
い
る
例
も
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
救
急
車
の
利

用
は
、
搬
送
先
の
医
療
機
関
の
医
師

に
負
担
を
か
け
る
と
と
も
に
、
本
当

の
緊
急
時
に
救
急
車
が
出
動
し
て
い

て
、
対
応
に
支
障
が
出
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
救
急
医
療
の
機

能
分
担
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
病
院

に
勤
務
す
る
医
師
の
負
担
軽
減
の
た

め
に
も
適
切
な
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

　 健康推進課　TEL23・8244

紹　介

問い合わせ

上田市の救急医療体制

長野病院
（病院群輪番制病院の後方支援）

第２次救急医療
（病院群輪番制病院）
第２次救急医療
（病院群輪番制病院）

休日、または夜間における入院治療を
必要とする重症救急患者に対応します

初期救急医療
（※上田市の初期救急医療参照）

休日、または夜間における軽度の
救急患者に対応します

第３次救急医療
（救命救急センター　佐久総合病院）

重篤救急患者に対応します

救急情報ネットワーク
システム（消防署）

（夜間などに診療可能な医院の紹介）
市　民

119 番
救急要請

上田市の初期救急医療　

項　　目 時　間 救急医療体制（施設、紹介もとなど）

救急情報
ネットワーク
システム

24時間
対応

受診可能な医療機関を紹介します。
　消防本部　　TEL26・0119　上田南部消防署　TEL38・0119
　東北消防署　TEL36・0119　川西消防署　　　TEL31・0119
上田市ホームページでも同様な情報を得ることができます
〔上田市医療情報照会（http://kyukyu.telcomu.co.jp/）〕。
（119番は火事、救急車の緊急電話です。お問い合わせでの
使用はご遠慮ください）

休日当番医 休日 新聞などの当番医欄または上田市ホームページ
http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/tobani.html
上田市携帯サイト
http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/i/index.html

歯科
休日当番医

休日
（午前）

小児
初期救急
　

月～
土曜日
午後８時
～11時

夜間に突然、お子さん（15歳以下）の
具合が悪くなったときに応急的な診
察を行います（外科の対応はできま
せん）。
・診察時間：午後８時～11時
　（受付は午後10時30分まで）
・電話相談：午後７時～11時
※センター受診の際は、まず電話を
してください（午後７時～10時30
分の間に）
・休診日：日曜日、祝日
　　　　　８月14日～16日
　　　　　12月30日～１月３日

上田市小児初期救急
センター
TEL21・2233
所在地：
緑が丘1-27-21
（長野病院敷地内）

センターについての
昼間のお問い合わせ
は 健康推進課　
TEL28・7123
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「
地
域
の
個
性
が
輝
く
生
活
快
適
都
市〝
上
田
〞」を
め
ざ
し
て

〜
上
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
〜

　

市
で
は
平
成
18
年
度
か
ら
本
年
度
に
か
け
て
、
上
田
市
の
将
来
像
を
示
す
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
前
回（
広
報
う

え
だ
７
月
１
日
号
に
掲
載
）に
引
き
続
き
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
、
将
来
都
市
構
造
や
都
市
づ
く
り
の
目
標
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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【骨格的土地利用】　おおむね同様な特性を有する
　　　　　　　　　　土地のまとまり

市街地 農業・集落地

山林・緑地 自然公園

都市機能集積拠点 生活複合拠点

【拠　点】　生活に必要な都市機能の集積がある地区

広域・地域間交流連携軸

【軸】　人などが移動する基本となる流れ、方向性

歴史・文化・自然交流ネットワーク

【ネットワーク】　地域や拠点どうしの連携を表したもの

上信越自動車道 長野新幹線

しなの鉄道 上田電鉄別所線

【エリア】　ある程度の機能集積や特性をもつ地区

まちづくり活動エリア

観光エリア

自然リゾートエリア

産業・研究エリア

川西地域

丸子温泉郷

青木村

武石地域

塩田地域

神科･豊殿地域

上田
リサーチパーク

上田駅

別所温泉
・西塩田周辺

丸子地域

真田地域

菅平高原菅平高原

美ヶ原高原

上田菅平
インターチェンジ

千曲川

長野市、北陸方面

佐久市、関東方面

諏訪市方面

松本市、中部方面

松本市

長和町

立科町

東御市

群馬県

須坂市

長野市

坂城町

千曲市

筑北村

１　将来都市構造
　基本理念「地域の個性が輝く生活快適都市〝上田〞」を実現するための、将来を見据えた都
市づくりの考え方です。

市街地から山林を一体として、拠点や地域資源の
連携・交流を促進する都市

　上田市は、様々な歴史や地形的な特性などをもった地域で形成されています。また、中
心市街地をはじめ、各地域では地域自治センター周辺に商店や公共施設などが集まり、拠
点的な役割を果たしています。
　さらに近年、人口減少や少子高齢社会の進行、地球環境への意識の高まりなど、都市を
取り巻く情勢は大きく変化しています。このため、新たな施設整備が必要となるような市
街地の拡大をできるだけ抑え、山林や里山、農地などを保全し、市街地から山林までが一
体となったまちづくりが大切です。
　このようなことから、拠点集約型都市（※）のまちづくりを進め、中心市街地をはじめ各
地域の拠点を充実させ、快適性の向上を図るとともに、拠点同士や市内に数多くある地域
資源の連携・交流と広域性を強化し、市全体の魅力を高めていきます。

【将来都市構造図】
拠点を都市づくりの中心に置き、多彩な地域資
源をエリアと位置付け、これらを軸とするネッ
トワークにより連携を図ります。

※拠点集約型都市とは・・・
市街地の無秩序な拡散を抑え、郊外農地や自然を守りながら市街地中心部の都市機能を充実するこ
とによりまちなか居住を推進し、徒歩をはじめ公共交通で商店街や公共施設が利用できるまちづく
りを「集約型都市」といいます。上田市では都市機能集積拠点（中心市街地）を中心とし、丸子・塩田・
真田・武石に生活複合拠点を定め、それぞれに都市機能を充実させていく『拠点集約型都市』による
まちづくりを進めていきます。

　 都市計画課　TEL23・5127
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２　都市づくりの目標
都市づくりを進めていく三つの目標について、主な観点と具体的な方針の一部を説明します。

都市づくりの目標１
計画的な生活基盤づくりにより「新市全体の土地利用と地域の利便性を高める都市」

　■主な観点
　　・市街地から山林までを一体の都市として、中心市街地や地域の拠点を中心とした都市構造をめざします。
　　・無秩序な市街地の拡大を抑えるとともに自然環境を保全し、地域の特色を生かした土地利用を推進します。
　　・選択と集中の観点から、市内外を効果的に結ぶ道路を検証し整備を進めます。

【具体的な方針】
・全市域を10種類のゾーンに区分し、特徴を生かした秩序ある土地利用を規制・誘導。
・長期未着手となっている都市計画道路の見直しを推進。
・整備を推進する主な道路⇒国道18号上田バイパス、国道144号上野バイパス、国道152号バイパス、上田都市
環状道路、千曲川右岸堤防道路、市道西村線、市道原野地２号線、市道上武石沖線ほか。　　　　　　　

都市づくりの目標２
多彩な地域資源の有効活用と相乗効果により「人々の交流をはぐくむ都市」

　■主な観点
　　・市全体に広がる豊かな自然環境や、歴史・文化的な資産を貴重な地域資源として守り育てていきます。
　　・多彩な地域資源をもつ拠点やエリアの連携を強化し、相乗効果を高め、市全体の魅力向上を図ります。

【具体的な方針】
・効果的な土地利用や交通環境の整備などによる拠点の形成⇒都市機能集積拠点（上田中心市街地）、生活複合
拠点（丸子・塩田・真田・武石の各地域自治センター周辺）の充実と連携。

・地域の特徴を活用したエリアの形成⇒まちづくり活動エリア（豊殿・川西の各地域自治センター周辺）、観光
エリア（別所温泉及びその周辺、丸子温泉郷）、自然リゾートエリア（菅平高原、美ヶ原高原）、産業研究エリ
ア（上田リサーチパーク周辺）の充実と連携など。

都市づくりの目標３
豊かな自然・文化にふれながら　市内どこでも「安全・快適に暮らせる都市」

　■主な観点
　　・地震や集中豪雨などの災害に備えた対策などを計画的に進めます。
　　・高齢化社会や自然環境保全の観点から、公共交通をはじめ徒歩や自転車などの、自家用車に頼らない移動手段

の充実により、拠点集約型都市構造の実現をめざします。
　　・効果的な都市施設の整備や、良好な住環境の創出により地域の拠点の充実やまちなか居住を進めます。

【具体的な方針】
・避難場所などの防災機能を持つオープンスペースの確保と、地域住民が主体となった地域の防災体制強化の
取り組みを推進。

・鉄道や路線バスなどの公共交通の維持・充実。
・良好な住環境の形成に向けて、既存の用途地域の見直しをはじめ、宅地化が進む用途地域周辺部について都
市計画制度を活用し適切な土地利用を誘導。

・だれもが利用しやすく、緑や自然を生かして環境保全に貢献する公園整備の推進など。

都市計画マスタープラン（素案）説明会
●期日／場所
　８月７日㈭／丸子文化会館小ホール、26日㈫／武石公民館コミュニティホール、28日㈭／西部公民館大ホール、
　29日㈮／真田公民館大ホール、９月１日㈪／上野が丘公民館大ホール（神科・豊殿）、２日㈫／塩田公民館大ホール
●開始時間　全会場午後７時
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INFORMATION PICK UP

情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ日　時  　９月23日（火・秋分の日）小雨決行、荒天中止。

集合場所／時間 　上田・丸子・真田・武石地域自治センター集合。集合場所により集合時間が異なりますので、参加
者へは後日詳細を通知します（現地までバスで送迎します。上田発の場合は午前７時40分集合、午後３時10分解散
予定）。

作業時間 　午前10時30分～午後０時10分
作業場所 　美ヶ原高原（美ヶ原自然保護センター周辺）
募集人員 　上田市200名、松本市200名、長和町50名
持ち物 　弁当（おにぎり）、飲み物、雨具、敷物、防寒
着。昼食時に豚汁の振舞いを行いますので、おわん
（器）、はしを持参してください。軍手、手鎌、熊手など
は主催者側で用意します。

傷害保険 　ボランティア保険（掛金は主催者側で負担）
に加入。
その他 　ピンバッチを贈呈。

申し込み 　８月29日㈮までに電話かFAX（郵便番号、住
所、参加者氏名、年齢、連絡先電話番号・集合場所を
明記）でお申し込みください。
　美ヶ原高原自然再生事業実行委員会事務局（ 観光課内） TEL23・5408　FAX23・7355

情報
INFORM

ATION P
ICK UP

ピックアッ
プ

美ヶ原高原をふたたびお花畑に
ササ刈りボランティアを募集します

　草原本来の植生が失われつつある美ヶ原高原在来植生の復元を図るため、シナノザサなどを刈り取り、
回収、搬出する作業を、参加・体験型のイベントとして行います。美ヶ原高原を構成する上田市、松本市、
長和町から広く一般ボランティアを募集しますので、大勢の皆さんの参加をお願いします。

　様々な地域で住民の皆さんによる魅力あるまちづくりへのアドバイスや、自
治基本条例の策定に携わっている、四日市大学の岩崎恭典教授を迎え、地域内
分権の推進やコミュニティと住民自治、新たな公共の創造、自治基本条例など
についてお話をしていただきます。
　これからのまちづくり・地域づくりを一緒に考えましょう。

日　時 　８月23日㈯１時30分開会
　　　　　（午後１時開場、３時30分ごろ終了）

場　所 　丸子文化会館セレスホール
演　題 　「進めよう協働のまちづくり」
　　　　　～皆で考えようまちづくりのルール～

講　師 　岩
いわ

崎
さき

恭
やす

典
のり

氏
　　　　　（四日市大学総合政策学部教授）
　 まちづくり協働課　TEL22・4100（内線1354）

聞
い
て
、学
ん
で
、一
緒
に
始
め
よ
う

「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す

【 略歴 】
1956年　　京都府生まれ
1995年　　中央学院大学法学部選任講師、信州大学非常勤講師
2001年～　四日市大学総合政策学部教授
【 専門 】  
地方自治制度、市民参加論、住民団体論
【 役職経歴 】  
三重県伊賀市自治基本条例検討委員会委員長
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INFORMATION PICK UP

明日のうえだを対話でつくる
「まちづくり市民懇談会」にご参加ください

　「うえだの四季」写真コンテスト・春の部に多くの作品をご応募いただきありがとうございました。
今回の入賞者を発表します（敬称略・各賞五十音順）。
●優秀賞（３名）　打

うち

江
え

美恵子、中澤仁一郎、長浜貞
てい

子
こ

●夜桜特別賞（２名）　角
つの

田
だ

米
よね

作
さく

、百瀬邦昭
●入選（10名）　酒井史夫、杉山武夫、鳥川由美子、中島巌

いわお

、西川善昭、目黒鉄也、柳澤英
えい

三
ぞう

、柳原孝好、矢幡正夫、横内和
わ

多
た

良
ろう

「うえだの四季」写真コンテスト
春の部「上田の千本桜」の入賞者を発表します

　市では、まちづくりの基本である「第一次上田市総合計画」実現のため、３か年ごとの実施計
画を策定し、事業を推進しています。平成21年度実施計画策定にあたり、事業決定のプロセス
に市民の皆さんの意見を反映するため、「まちづくり市民懇談会」を開催します。
　お近くの会場にご参加いただき、まちづくりに対するご意見をお聞かせください。

期日／場所

　・８月25日㈪／丸子ふれあいステーション大会議室
　・８月29日㈮／上田創造館文化ホール
　・９月11日㈭／真田地域自治センター講堂
　・９月12日㈮／武石公民館第一会議室
　・９月24日㈬／上田中央公民館大会議室

時　間 　いずれも午後７時から。
※いずれの会場でも参加できます。
　 政策企画課　TEL23・5112

優秀賞

夜桜特別賞
「花
はな

競
くら

べ」　打江美恵子 「桜花に映える古城」中澤仁一郎 「穏やかな朝」長浜貞子

「千本桜の夜会」角田米作 「夕晴れの彩り」百瀬邦昭

上田市ホームページですべての入賞作品をご覧いただくことができます。
　 商工課・観光課　TEL22・4100（内線1422・1424）
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情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

お
知
ら
せ

お
盆
中
も
ご
み
を

収
集
し
ま
す

　

８
月
13
日
㈬
〜
15
日
㈮
、
ご
み
収
集
と

上
田
、
丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
受
け

入
れ
は
、
通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課　

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

お
盆
の
火
災
予
防

　

お
盆
の
季
節
を
迎
え
、
焚
き
火
を
行
う

場
合
や
線
香
を
使
う
場
合
、
花
火
を
す
る

時
は
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
の
な
い
場

所
で
行
い
、
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具

を
備
え
て
お
く
と
と
も
に
、
完
全
に
火
が

消
え
る
ま
で
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
家
の
中
で
も
線
香
や
ロ
ー
ソ
ク

が
倒
れ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
、
絶
対

に
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
離
れ
る
場
合
は
コ

ン
ロ
の
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　

予
防
課　

TEL
26
・
０
０
２
９

　

　

　

　

　

お
盆
は
し
尿
・
浄
化
槽
の

く
み
取
り
を
休
業
し
ま
す

　

８
月
14
日
㈭
〜
16
日
㈯
ま
で
、
し
尿
、

家
庭
雑
排
水
及
び
、
合
併
浄
化
槽
の
く
み

取
り
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。
お
盆
前
は

く
み
取
り
の
依
頼
が
集
中
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
業
者
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
85
・
２
８
２
７

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

臨
時
営
業

　

８
月
14
日
の
第
２
木
曜
日
は
休
ま
ず
営

業
し
ま
す
。皆
さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い（
通

常
は
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
が
休
館
日
で

す
）。

　

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田

　
　

TEL
26
・
２
６
２
６

子
ど
も
の
心
配
ご
と
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
が
子
ど
も
の
悩
み
ご
と

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
母
さ
ん
や

お
父
さ
ん
と
で
も
、
一
人
で
も
、
友
だ
ち

と
で
も
、
保
護
者
の
方
だ
け
で
も
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

今
月
の
表
紙

　世界各国の若者が日本の文化や
言葉を学ぶ国際交流団体「ワールド
キャンパスインターナショナル」が、
６月23日から７月７日まで上田市に
滞在しました。
　７月２日には地域活動の一環とし
て、丸子地域の平井区公民館を訪問。
地元の戸羽ゴルフクラブの皆さんと
そば打ちを通じて交流を図りまし
た。メンバーは初めての体験に戸惑
いながらもそば打ちに興味津々。地
元の人たちも「初めてにしてはとて
も上手だよ」と大変感心した様子で、
最後に打ったそばをみんなで試食し
ました（詳細は28ページに掲載）。

上田で農業や食育を体験

お
知
ら
せ

実施日 検査時間 検査会場

８月18日㈪
午前９時30分～正午
午後１時～３時

上田卸会館

８月19日㈫
午前９時30分～正午
午後１時～３時

南天神町
公会堂

８月20日㈬
午前９時30分～正午
午後１時～４時

市役所
計量検査室

８月21日㈭
午前９時30分～正午
午後１時～３時

点字図書館

８月22日㈮
午前９時30分～正午
午後１時～４時

市役所
計量検査室

８月25日㈪
午前９時30分～正午
午後１時～３時

西部公民館

８月26日㈫
午前９時30分～正午
午後１時～４時

市役所
計量検査室

　市では、商品の売買や医薬品の調剤など
の取引行為、または病院や学校での体重測
定などの証明行為に使用するはかりについ
て、計量法に基づく定期検査を実施してい
ます。今年度の対象地区は次のとおりです。
検査対象となるはかりを使用している方は、
最寄りの会場で受検してください。検査に
は手数料が必要です。
●検査対象地区　東部地区、南部地区、中
央地区、北部地区（山口自治会を除く）、
西部地区、塩尻地区、神川地区（上堀自治
会のみ）
　 商工課　TEL23･5395

はかりの定期検査を
受けましょう

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

●
日
時　

８
月
９
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

（
中
央
西
２
丁
目
、TEL
23
・
２
０
０
１
）、

　

丸
子
解
放
セ
ン
タ
ー
（
丸
子
公
園
駐
車

場
奥
、
TEL
42
・
４
６
１
７
）

●
申
し
込
み　

予
約
不
要
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
（
長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

情
報
セ
ン
タ
ー
の
一
部
を

学
生
に
無
料
開
放
し
ま
す

●
日
時　

８
月
31
日
㈰
ま
で
の
休
館
日
を

除
く
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
学
習
コ
ー
ナ
ー
（
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
可
・
パ
ソ
コ
ン
１
台
）、
会
議

ス
ペ
ー
ス

●
対
象　

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・

短
大
生
・
大
学
生
・
専
門
学
校
生

●
料
金　

無
料

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

丸
子
金
子
図
書
館

特
別
整
理
の
た
め
休
館

　

図
書
や
資
料
の
特
別
整
理
の
た
め
、
次

の
期
間
休
館
し
ま
す
。蔵
書
の
点
検
な
ど
、

利
用
者
の
方
々
に
迅
速
に
図
書
や
資
料
を

提
供
す
る
た
め
の
大
切
な
作
業
で
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
移
動
図
書
館
あ
お
ぞ
ら
号
は
通

常
通
り
運
行
し
ま
す
。

●
休
館
期
間　

８
月
27
日
㈬
〜
９
月
３
日

㈬
●
休
館
中
の
本
の
返
却　

丸
子
金
子
図
書

館
玄
関
横
の
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

原
油
・
原
材
料
高
騰
対
策

融
資
・
経
営
改
善
特
別
相
談

　

上
田
市
と
上
田
商
工
会
議
所
で
は
市
内

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
毎
月

「
融
資
・
経
営
改
善
特
別
相
談
」を
実
施
し

て
い
ま
す
。「
原
油
や
原
材
料
価
格
が
高
騰

し
て
困
っ
て
い
る
」、「
経
費
削
減
の
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」と
い
っ
た
悩
み
を
、
専

門
家
に
相
談
し
て
解
決
し
ま
せ
ん
か
。
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
開
催
日
当

日
、
お
気
軽
に
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
相
談
料
は
無
料
で
す
。

●
開
催
日　

８
月
20
日
㈬
、９
月
22
日
㈪
、

10
月
20
日
㈪
、
11
月
20
日
㈭
、
12
月
22

日
㈪
、
平
成
21
年
１
月
20
日
㈫
、
２
月

19
日
㈭
、
３
月
23
日
㈪

●
開
催
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
４
階
第
１
会

議
室

●
相
談
担
当
者　

中
小
企
業
診
断
士
、
国

民
生
活
金
融
公
庫
、
長
野
県
信
用
保
証

協
会
、
上
田
商
工
会
議
所
、
上
小
地
域

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
相
談
室
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
上
田
市

●
持
ち
物　

決
算
書
２
期
分
の
ほ
か
、
相

談
に
関
係
の
あ
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

「
上
田
地
域
夏
季

就
職
面
接
会
」の
開
催

　

上
田
地
域
の
企
業
約
70
社
に
よ
る
合
同

面
接
会
で
す
。

●
日
時　

８
月
18
日
㈪
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

上
田
東
急
イ
ン
国
際
ク
リ
ス
タ

ル
ホ
ー
ル

●
対
象　

平
成
21
年
３
月
大
学
卒
業
予
定

者
及
び
社
会
人
経
験
３
年
ぐ
ら
い
ま
で

の
方

　

上
田
職
業
安
定
協
会

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

お
知
ら
せ

　上田市では、簡易包装や再生品の販売促
進などを通じ、環境保全に配慮し、ごみの
減量化・再資源化に取り組んでいる市内の
小売店などを、「上田市エコストア」として認
定しています。現在、認定を受けているエ
コストアは次の事業所です。
　なお認定申請は随時受け付けています。

エコストアを紹介します

●事業所名（50音順）

　 廃棄物対策課　TEL22･0666

イオンジャスコ
上田店 ツルヤ山口店

イトーヨーカドー
上田店

でんきのこばやし
（小林商会）

Aコープコア
しおだ店 長野県連合青果㈱

SSV西友秋和店 長野リコー㈱
東信支店

SSV西友上田東店 平林商店

SSV西友三好町店 前島製作所

エトワール マツヤ
上田インター店

家具のみなとや マツヤ
上田川西店

業務スーパー
ユーパレット
サンライン店

マツヤ中之条店

西友　リヴィン上田店 マックスバリュー
しおだ野店

瀬川園 みつみクリーニング店
神畑本店

中部電力㈱
上田電力センター ミトベ綿店

ツルヤ上田原店 やおふく古里店

ツルヤ上田東店 リトルランドリー

ツルヤ塩田店

��



情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

引
揚
者
の
皆
さ
ん
に

特
別
慰
労
品
を
贈
呈

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
い
ま

だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦

後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者
の
ご
本
人
に
、

「
特
別
慰
労
品
」を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
引

揚
者
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚

げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す（
ご
遺

族
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

　

請
求
書
は
、
市
役
所
福
祉
課
及
び
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
請
求
期
限
は
、
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、
お
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
独
立
行
政

法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基
金
ま
で（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３

３
）。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
３
０

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

私
た
ち
の
地
域
に
は
様
々
な
障
が
い
を

持
つ
方
々
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
知
的
障
害
や
自
閉
症
な
ど
で
話
し
言

葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手

な
方
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
が
、
話
し
言

葉
の
替
わ
り
に
イ
ラ
ス
ト
を
指
差
す
こ
と

で
、
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
手
段
と
し
て

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
」が

で
き
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
ハ
ン
デ
を
お

持
ち
の
方
々
が
、
こ
の「
ボ
ー
ド
」を
持
っ

て
話
し
か
け
て
き
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

ボ
ー
ド
の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
店

舗
・
施
設
な
ど
も
募
集
し
て
い
ま
す
。コミュニケーション

支援ボード

コミュニケーション支援ボード�

ト
イ
レ

の
み
た
い

は
い

ほ
し
い

わ
か
ら
な
い

い
た
い

た
べ
た
い

い
い
え

や
め
て

で
ん
わ

し
て
く
だ
さ
い

Communication support board

What I want to communicate

Restroom

I am thirsty

Yes

I want it

I don't understand

Pain

I am hungry

No

Please stop

Please call

　

上
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　
　
（
長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
内
）

　
　

TEL
23
・
２
０
０
１

催
し

オ
カ
リ
ナ
Ｄデ

ュ

オ

ｕ
ｏ
う
ら
ら

コ
ン
サ
ー
ト
Ａア

ヤ
Ｙ
Ａ
＆
Ｎナ

オ
Ａ
Ｏ

●
日
時　

８
月
23
日
㈯
午
後
６
時
30
分
開

演（
６
時
開
場
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
こ
と

ば
の
繭
ホ
ー
ル

●
内
容　

コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ロ
デ
ィ
ほ
か

●
定
員　

先
着
80
名

●
料
金　

一
般
７
０
０
円
、
高
校
生
以
下

無
料

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
上
田

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

小
学
生
の
た
め
の
こ
と
ば
と

遊
ぶ
お
は
な
し
の
会

●
日
時　

８
月
24
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
45
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
内
容　

読
み
聞
か
せ
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
。
出
入
り
は
自
由
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
良
い
時
間
に

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
出
演　

表
現
を
楽
し
む
会
メ
ン
バ
ー

●
対
象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
料
金　

無
料

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

女
子
美
大
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

立
方
体
万
華
鏡
を
作
ろ
う
！

　

の
ぞ
く
と
中
の
模
様
が
ど
こ
ま
で
も
広

が
っ
て
見
え
る
、
ふ
し
ぎ
な
ミ
ラ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス「
立
方
体
万
華
鏡
」を
女
子
美

術
大
学
の
先
生
や
学
生
と
一
緒
に
作
り
ま

す
。
終
了
後
は
、
先
生
や
学
生
と
の
交
流

会（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）も
あ
り
ま
す
。

●
日
時 

９
月
６
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分（
制
作
）、
午
後
５
時
〜
６
時

30
分（
交
流
会
）

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
興
味
の

あ
る
方（
親
子
の
ペ
ア
も
可
）

●
定
員 

20
名（
20
組
）応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選

●
指
導 

ヤ
マ
ザ
キ
ミ
ノ
リ
氏（
女
子
美

術
大
学
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
学
科
教
授
）

●
料
金 

１
０
０
０
円（
交
流
会
費
込
み
）

●
持
ち
物　

は
さ
み
、
カ
ッ
タ
ー
、
鉛
筆
、

消
し
ゴ
ム

●
申
込
締
切　

８
月
23
日
㈯

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー　

TEL
39
・
１
０
０
０

立
方
体
万
華
鏡
を
の
ぞ
く
と
み
え
る
模
様

標
高
２
０
０
８
ｍ
の

王
ヶ
鼻
へ
登
ろ
う
！

　

２
０
０
８
年
に
、
標
高
２
０
０
８
ｍ
の

王
ヶ
鼻
に
一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

８
月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
現
地
集
合
）

●
コ
ー
ス　

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

〜
王
ヶ
頭
・
王
ヶ
鼻（
往
復
約
４
㎞
を

歩
き
ま
す
）

●
対
象　

一
般
・
親
子
連
れ

●
人
員　

25
名

●
参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
、
資
料

な
ど
）

●
申
し
込
み　

８
月
５
日
㈫
〜
15
日
㈮
に

電
話
で
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

へ
。

お
知
ら
せ
／
催
し

��



　

武
石
地
域
の
春
の
祭
典
・
一い
っ

心し
ん

様さ
ま

は
、
毎
年

４
月
の
第
３
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

一
心
は
、
明
和
８
年（
１
７
７
１
）上
本
入
小

寺
尾
の
橋
詰
長
兵
衛
の
長
子
と
し
て
生
ま
れ
、

幼
い
と
き
に
父
を
失
い
ま
し
た
。
青
年
時
代
に

発
心
し
て
修
行
を
し
、
深
く
御お
ん

嶽た
け

教き
ょ
う

を
信
仰
し
、

そ
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
邪
法
を

使
う
者
と
さ
れ
、
遠
島
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
51

歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
７
年
、
同
じ
く
武
石
で
生
ま
れ
た
金
子

鶴
蔵
さ
ん
は
、
明
治
33
年
に
相
つ
い
で
両
親
を

失
っ
て
か
ら
、
御
嶽
行
法
に
精
進
し
て
国こ
く

明め
い

行

者
と
呼
ば
れ
、
諏
訪
の
行
者
か
ら
火
渡
り
、
剣

渡
り
を
伝
授
さ
れ
、
一
心
の
徳
を
し
の
ん
で
こ

の
秘
法
を
行
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
典
は
、
一
心
神
社
拝
殿
前
に
生
木
の
ヌ
リ

デ
を
割
っ
た
護ご

摩ま

木ぎ

を
井
の
字
形
に
積
み
、
白

装
束
の
御
嶽
行
者
が
上
に
乗
っ
て
点
火
し
ま
す
。

行
者
た
ち
は
火
の
周
り
を
回
っ
て
九
字
を
切
り

呪
文
を
唱
え
、
や
が
て
下
火
と
な
る
と
、
火
中

に
入
れ
て
お
い
た
５
本
の
剣
を
掘
り
出
し
ま
す
。

剣
の
柄
を
半
紙
で
握
り
、
そ
れ
を
か
ざ
し
て
素

足
で
次
々
と
オ
キ
の
上
を
渡
り
、
神
前
に
供
え

ま
す
。
行
者
が
済
む
と
、
一
般
の
参
詣
者
も
素

足
に
な
っ
て
火
渡
り
を
し
ま
す
。
火
渡
り
を
す

れ
ば
、
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

続
い
て
、
や
ぐ
ら
に
か
け
た
剣つ
る
ぎ

梯ば
し

子ご

を
、
素

手
素
足
で
登
り
降
り
す
る
刃
渡
り
が
始
ま
り
ま

す
。
足
の
裏
を
横
に
し
て
登
る
踏
み
方
に
特
色

が
あ
り
、
念
仏
神
道
の
祈
願
を
こ
め
、
剣
に
宿
っ

た
神
力
で
災
厄
を
免
れ
、
円
満
息
災
に
暮
ら
せ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
刃
渡
り
も
一
般
の

人
も
挑
戦
で
き
ま
す
。

う
え
だ
見
聞
録

一
心
様
の
祭
典
行
事
（
火
渡
り
・
刃
渡
り
）

　

武
石
地
域
教
育
事
務
所

　
　

TEL
85
・
２
０
３
０

●
服
装
と
持
ち
物　

し
っ
か
り
と
し
た
装

備
・
靴
で
、
弁
当
、
飲
料
水
や
雨
具
は

必
す
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
３
・
31
・
２
８
０
７

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
で

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
歌
謡
シ
ョ
ー

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
ご
来

館
く
だ
さ
い（
要
入
館
料
）。

●
日
時　

８
月
27
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間

●
内
容　

宮
原
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ

ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
と
三
浦
良
太
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ
ー

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

信
州
上
田
の
ギ
タ
ー
工
房
展

　

地
域
の
方
々
や
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が

気
軽
に「
み
て
・
ふ
れ
て
・
楽
し
め
る
」ア
ー

ト
を
体
験
で
き
る
場
と
し
て「
こ
だ
ま
の

森
ク
ラ
フ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」を
信
州
国

際
音
楽
村
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
期

間
ご
と
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
や
作
家
の
作
品
を
公
開
し
て
い
き
ま

す
。
第
１
回
目
の
テ
ー
マ
は「
ギ
タ
ー
」で

す
。

●
開
催
期
間　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

（
祝
日
を
除
く
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
）

●
開
催
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村
研
修
セ

ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

●
内
容

・
各
作
家
の
楽
器
展（
故
糸い
と

川か
わ

英ひ
で

夫お

氏
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か
）
／
開
催
期
間
中

・
楽
器（
マ
ン
ド
リ
ン
・
ウ
ク
レ
レ
）製
作

体
験
／
８
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
ご
ろ
、
各
10
組（
要
予
約
）、
参
加

費
１
万
円

・
コ
ン
サ
ー
ト
石
井
完か
ん

治じ

ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
／
８
月
９
日
㈯
午
後

７
時
〜
、
チ
ケ
ッ
ト
２
0
０
０
円

　

石井弦楽器工房
クラシックギター、古楽器他

SUMI 工房
アコースティックギター、マンドリン他

佐久間悟
クラシックギター

参加工房

㈶ 信州国際音楽村　〒386-0411　長野県上田市生田 2937-1
TEL0268-42-3436　FAX0268-42-3948　http://www.ongakumura.jp

信州
上田の

ギター工房展

こだまの森　クラフトミュージアム

2008 年７月・8月

　

㈶
信
州
国
際
音
楽
村

　
　

TEL
42
・
３
４
３
６

中権現バス停

県道
下本入

築地原

一心様（下小寺尾公民館隣り）

上小寺尾公民館

ふれあい教室

��
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講
座
・
教
室

記
録
を
地
域
に
伝
え
る　

執
筆
編
集
講
座

　

編
集
の
プ
ロ
の
指
導
の
も
と
で
、
仕
事

や
研
究
、
趣
味
、
自
分
史
な
ど
あ
な
た
の

記
録
を
執
筆
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
作
品
は

図
書
館
で
保
存
、
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

興
味
を
持
た
れ
た
方
、
書
い
て
み
よ
う
か

な
と
思
わ
れ
た
方
、
ま
ず
は
説
明
会
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時

・
説
明
会　

８
月
28
日
㈭

・
執
筆
編
集
講
座　

９
月
４
・
25
日
、
10

月
９
日
、
11
月
６
・
20
日
、
12
月
11
日
、

１
月
８
・
22
日
、
２
月
19
日
、
３
月
５

日
の
木
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時（
全
10

回
）

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム

●
定
員　

15
名

●
受
講
料　

１
万
９
０
０
０
円（
材
料
費

込
み
）

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
セ
ミ
ナ
ー

　

心
身
と
も
充
実
し
た
状
態
で
働
き
、
仕

事
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
大

切
な「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と

私
生
活
と
の
調
和
）」の
考
え
方
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
日
時
／
場
所　

９
月
４
日
㈭
午
前
10
時

〜
正
午
／
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
同

９
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時
／
市
民
プ
ラ

ザ
・
ゆ
う
、
同
25
日
㈭
午
後
６
時
〜
８

時
／
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
内
容　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
考

え
方
、
企
業
の
先
進
事
例
、
課
題
・
問

題
点
ほ
か
。

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

先
着
30
名

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み　

商
工
課
ま
た
は
上
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
込
用
紙
を
直

接
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
・
５
２
４
６
）

で
商
工
課
へ
。

●
受
付
開
始　

各
実
施
日
の
１
か
月
前
か

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

商
工
課　

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
４
４
１
）

こ
こ
ろ
の
障
が
い
を

正
し
く
学
び
ま
し
ょ
う

　

精
神
障
害
者
と
過
ご
す
家
族
の
た
め

の
、精
神
保
健
家
族
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
20
日
㈬
・
27
日
㈬
、
９
月

３
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
６
階
会
議
室

●
内
容　

第
１
回
／
精
神
科
医
講
話
と
個

別
相
談（
予
約
制
）、
第
２
回
／
当
事
者

体
験
談
と
精
神
保
健
福
祉
士
講
話
、
第

３
回
／
福
祉
制
度
と
地
元
家
族
会
の
紹

介
●
対
象　

上
小
地
域
在
住
の
精
神
障
害
者

の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
15
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
上
田
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

へ
。

　

上
田
保
健
所
健
康
づ
く
り
支
援
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
９

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

●
日
時　

９
月
10
日
〜
11
月
12
日
ま
で
の

毎
週
水
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

●
場
所　

上
田
点
字
図
書
館（
第
１
〜
７

回
）、上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
第
８
〜
10
回
）

●
内
容　

上
田
点
字
図
書
館
と
上
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
共
同
に
よ
る
点
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
パ
ソ
コ
ン
を

使
っ
た
点
訳
）

●
対
象　

原
則
と
し
て
10
回
の
講
座
に
出

席
で
き
、
将
来
点
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
た
い
方

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

無
料（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

１
０
５
０
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
料
２
６
０
円
は
個
人
負
担
）

●
申
込
締
切　

９
月
１
日
㈪
必
着

　

上
田
点
字
図
書
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
22
・
１
９
７
５

　
　

上
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　

TEL
25
・
２
６
２
９

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

募集
デジタルアートグランプリ2008　作品募集募

集

＜広告欄＞

　皆さんがパソコンで制作したご自慢のグラフィックスやマルチメ
ディア作品を募集します。今年のテーマ「笑い（わらい）」から自由に発
想した、素敵な作品をお待ちしています。奮ってご応募ください。

●作品テーマ　笑い（わらい）
●募集対象　一般クラス、中学生・高校生クラス、小学生クラス
●募集部門　静止画部門：コンピュータを利用し制作した
　　　　　　　　　　　　静止グラフィック作品
　　　　　　動画部門：コンピュータを利用し制作したアニメーション
　　　　　　　　　　　　などのビデオ作品及びインタラクティブ性を持ったマルチメディア作品
●応募規定
・応募は、１部門につき一人１点のみとします。
・応募作品は、応募時にほかのコンテストにおいて受賞歴のない作品。
・MacintoshまたはWindows環境で表示・動作できる作品（静止画、動画､ HTML､ ディレクタープロジェクター､ プ
ログラムなど）とします。動画部門は、ビデオテープも可。動作に必要条件がある場合は、応募用紙に併記してくだ
さい。

・動画部門の作品時間は10分以内とします。インタラクティブ作品も、おおむね10分以内で再生できるものとします。
・基本的にグラフィック作品とし、音声だけの作品は受け付けません。
・作品の著作権は作者に属しますが、このコンテストの結果発表や広報・宣伝などの活動で、実行委員会が複製・利用
できるものとしてください。

・作品内で使用するキャラクター、デザイン、音楽などは、すべて著作権処理や使用条件などをクリアしておいてくだ
さい。盗作、無断使用などは不可とします。

・応募作品は、フロッピー、MO、CD-R、DVD-R、ビデオテープ（VHS、スタンダード/ミニDVカセット、β-camSP）
などで郵送、またはメールで送付してください。

・原則として、両部門ともホームページ掲載用画像（JPEG 640×640pixel 以内）も、作品に添付してください。用意で
きない場合は、その旨お書き添えください。
●募集締切　10月31日㈮ 必着。電子メールは、31日㈮ 24：00受信分まで有効。
●応募方法　ホームページの応募用紙（テキストファイル）に必要事項を記入し、作品と一緒に送付してください。ホー

ムページがご覧になれない方は、事務局までお問い合わせください。
●表彰内容　グランプリには、賞金30万円を贈るほか、各クラスの部門ごとに優秀賞、入選、その他各賞が贈られます。
●結果発表　12月１日㈪　コンテストホームページと各メディアで発表
　デジタルアートグランプリ2008実行委員会事務局
　　（〒386-1211　下之郷812-1　上田市マルチメディア情報センター内）　TEL39･1000

http://www.umic.jp/2008/contest/index.html

デジタルアートグランプリ2007グランプリ作品
「金楽園」萩原大輔(一般動画部門)

��
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上
田
染
谷
丘
高
校
開
放
講
座

楽
し
い
俳
句

　

上
田
染
谷
丘
高
等
学
校
で
は
、
学
校
開

放
講
座「
楽
し
い
俳
句
」（
鑑
賞
か
ら
実
作

ま
で
）の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
27
日
㈯
、
10
月
４
日
㈯
・

25
日
㈯
、
11
月
１
日
㈯
・
22
日
㈯
午
前

10
時
〜
11
時
30
分（
１
時
間
30
分
）

●
場
所　

上
田
染
谷
丘
高
等
学
校
同
窓
会

館
そ
め
や
ホ
ー
ル

●
講
師　

窪く
ぼ

田た

英え
い

治じ

氏（
上
田
染
谷
丘
高

校
教
諭「
岳
」編
集
同
人
）

●
定
員　

先
着
30
名（
受
講
無
料
）

●
申
し
込
み　

９
月
19
日
㈮
ま
で
に
は
が

き（
〒
３
８
６

－

８
６
８
５　

上
田
１

　

７
１
０　

上
田
染
谷
丘
高
校
俳
句
係
）、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
・
５
３
３
３
）で
。

　

上
田
染
谷
丘
高
校

　
　

TEL
22
・
０
４
３
５

「
真
田
坂
サ
ロ
ン
」

公
開
講
座
上
田
の
音
楽
史

　

松
尾
町
商
店
街
振
興
組
合
主
催
の
講
演

会
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
23
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

●
場
所　

幻
灯
舎

●
演
題　

第
２
回
テ
ー
マ「
上
田
に
花
開

い
た
洋
楽
文
化
」〜
日
本
最
初
の
女
優

松
井
須
磨
子
が
育
っ
た
上
田
〜

●
講
師　

北ほ
う

條じ
ょ
う

彰し
ょ
う

一い
ち

氏（
歴
史
研
究
家
）

　

真
田
坂
キ
ネ
マ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
幻
灯
舎

　
　

TEL
21
・
７
２
８
０

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス

初
心
者
教
室（
後
期
）

●
期
日　

９
月
10
日
〜
12
月
３
日（
水
曜

日
・
全
11
回
）

●
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
内
容　

社
交
ダ
ン
ス

●
定
員　

先
着
60
名

●
参
加
費　

３
０
０
０
円（
教
室
初
日
に

支
払
い
）

●
申
し
込
み　

９
月
５
日
㈮
ま
で
に
体
育

課
窓
口
へ
。

　

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務

局（
五
味
）　

TEL
27
・
８
５
７
４

ベ
ビ
ー
・
ビ
ク
ス

●
日
時　

８
月
29
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
対
象　

生
後
１
〜
６
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん

と
お
母
さ
ん

●
内
容　

マ
ッ
サ
ー
ジ
ほ
か

●
定
員　

15
組

●
受
講
料　

１
０
０
円

●
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

８
月
11
日
㈪
か
ら
電
話
で

神
川
地
区
公
民
館（
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
）へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

上
級
救
命
講
習
会

●
日
時　

９
月
13
日
㈯
午
前
８
時
30
分
〜

●
場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
豊

殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
内
、
TEL
35
・

２
８
４
０
）

●
内
容　

心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

含
む
）止
血
法
、
骨
折
の
手
当
て
な
ど
。

●
定
員　

先
着
80
名

●
服
装
・
持
ち
物　

実
技
の
で
き
る
服
装
、

筆
記
用
具
、
昼
食
。

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

９
月
５
日
㈮
ま
で
に
消
防

署
に
あ
る
申
込
用
紙
、
ま
た
は
上
田
地

域
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.area.ueda.nagano.jp/

）に
あ
る

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持

参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

上
田
中
央
消
防
署　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
26
・
０
０
１
９

　
　

上
田
南
部
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
38
・
０
１
１
９

　
　

上
田
東
北
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
36
・
０
１
１
９

　
　

川
西
消
防
署　
　

TEL
31
・
０
１
１
９

　
　

丸
子
消
防
署　
　

TEL
42
・
０
１
１
９

　
　

真
田
消
防
署　
　

TEL
72
・
０
１
１
９

ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク　

伴
走
講
習
会
in
上
田
市

　

目
が
見
え
な
い
・
見
え
に
く
い
方
が
、

よ
り
安
全
に
走
っ
た
り
歩
い
た
り
す
る
方

法
と
、
そ
ん
な
方
を
よ
り
安
全
に
伴
走
す

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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る
方
法
を
学
ぶ
Ｎ
Ｂ
Ｍ
Ａ
・
Ｎ
Ｓ
Ｖ
Ａ
主

催
の
講
習
会
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
、
週
や
月

に
１
回
の
練
習
で
も
、
一
緒
に
、
安
全
に
、

楽
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
し
ま
せ
ん
か
。
こ
の

講
習
会
を
き
っ
か
け
に
、
と
も
に
楽
し
む

仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
期
日

10
月
11
日
㈯

●
場
所　

川
辺
小
学
校

●
内
容　

講
習
会
／
午
後
１
時
〜
３
時
30

分（
正
午
〜
０
時
45
分
受
付
）、
懇
親
会

／
午
後
５
時
30
分
〜
８
時（
懇
親
会
会

場
は
上
田
山
荘
）

●
講
師　

宇う

佐さ

美み

彰あ
き

朗お

氏（
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
）ほ
か
２
名

●
講
習
会
参
加
費　

保
険
代
１
０
０
円

（
必
須
）、
伴
走
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
９
０
０

円（
希
望
者
）、
懇
親
会
の
み
の
参
加
費

５
０
０
０
円
、
宿
泊
す
る
方
は
１
万
円

●
申
し
込
み　

９
月
30
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
市
役
所
体
育
課
、
ま
た
は
上
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
上
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

体
育
課　
　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

　
　

上
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
　

TEL
25
・
２
６
２
９

明日をひらいた上田の人々

真
しん

保
ぽ

正
まさ

子
こ

（1913～1995)

第10回ロス五輪･女子槍投げ４位入賞に輝く

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

　

陸
上
競
技
選
手
と
し
て
大
活
躍

し
た
真
保
正
子
は
、
大
正
２
年
上

田
市
新
田
に
生
ま
れ
、
立
派
な
体

格
は
父
親
か
ら
、
や
さ
し
い
心
根

と
ど
こ
ま
で
も
頑
張
り
通
す
根
性

は
母
親
譲
り
の
も
の
で
し
た
。

　

高
等
小
学
校
時
代
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
は
得
意
で
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
で

は
も
の
す
ご
く
強
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
の
で
、
友
だ

ち
は
逃
げ
回
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

上
田
高
等
女
学
校（
現
上
田
染
谷
丘
高
校
）に
入
学

後
は
、
陸
上
競
技
の
練
習
に
明
け
暮
れ
、
県
下
の
陸

上
競
技
大
会
で
は
、
走
、
跳
、
投
ど
れ
も
よ
い
成
績

で
し
た
。

　

昭
和
５
年
、
姉
を
追
っ
て
日
本
女
子
体
育
専
門
学

校（
現
日
本
女
子
体
育
大
学
）へ
入
学
。競
技
会
で
は
、

憧
れ
の
人ひ
と

見み

絹き
ぬ

枝え

選
手（
※
）の
超
人
的
跳
躍
に
度ど

肝ぎ
も

を
抜
か
れ
て
、
足
が
す
く
ん
だ
と
の
こ
と
。
第
９
回

極
東
選
手
権
大
会
に
出
場
し
た
時
、
小
学
校
の
恩
師

寺
島
先
生
か
ら「
短
距
離
や
跳
躍
よ
り
も
投
て
き
専

門
に
変
わ
っ
た
ほ
う
が
い
い
」と
助
言
さ
れ
、
槍や
り

投

げ
に
専
念
す
る
こ
と
を
決
意
。
昭
和
７
年
の
第
10
回

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
大
会
に
女
子
槍
投
げ
で
出
場

し
、
一
投
一
投
日
本
か
ら
の
お
守
り
に
祈
り
続
け
、

身
を
削
る
思
い
で
投
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

記
録
を
更
新
し
、
39
ｍ
07
㎝
の
記
録
で
み
ご
と
四
位

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
14
日
午
後
４
時
、
正
子
は
上
田
駅
着
の

列
車
で
晴
れ
の
郷
土
入
り
を
し
ま
し
た
。
駅
で
は
市

長
は
じ
め
母
校
の
校
長
、
生
徒
、
市
民
ら
大
群
衆
が

迎
え
、
正
子
が
改
札
口
か
ら
現
れ
る
と
、
待
ち
構
え

た
市
民
か
ら
は
大
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
と
し
て
主
に
大

阪
を
舞
台
に
活
躍
。
昭
和
39
年
の
東
京
五
輪
で
は
役

員
を
、
昭
和
53
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た
や
ま
び

こ
国
体
で
は
、
槍
投
げ
入
賞
者
へ
の
賞
状
授
与
な
ど

を
努
め
ま
し
た
。

　

教
員
生
活
50
年
、
自
己
の
体
験
か
ら「
感
動
の
な

い
教
育
は
、
真
の
教
育
で
は
な
い
。
教
師
は
相
手
の

可
能
性
を
引
き
出
し
、育
て
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
珠
玉
の
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

※
岡
山
県
出
身
の
陸
上
競
技
選
手
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。
日
本
人
女
性
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス

ト
。
１
０
０
ｍ
、
２
０
０
ｍ
、
走
幅
跳
の
元
世
界

記
録
保
持
者（
１
９
０
７

－

１
９
３
１
）。

＜広告欄＞
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ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

●
日
程　

Ａ
Ｂ
い
ず
れ
か
を
お
選
び
く
だ

さ
い（
全
６
回
）。
な
お
、
託
児
が
必
要

な
方
は
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
、

県
外
講
師
に
よ
る
合
同
講
座
が
１
回
あ

り
ま
す（
日
程
未
定
）。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ａグループ

９月11日
10月９日
11月13日
12月11日
２月12日
（全木曜日）

Ｂグループ

９月25日
10月23日
11月27日
１月22日
２月26日
（全木曜日）

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

上
田
図
書
館

●
内
容　

子
ど
も
た
ち
に
物
語
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

●
講
師　

山
浦
美み

幸ゆ
き

さ
ん（
お
は
な
し
ざ

し
き
わ
ら
し
の
会
代
表
）

●
定
員　

40
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

上
田
図
書
館
で
８
月
20
日

㈬
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
。

　

上
田
図
書
館　

TEL
22
・
０
８
８
０

美
ヶ
原
高
原

夏
の
自
然
講
座

●
日
時　

８
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
場
所　

美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
レ

ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム

●
内
容　

美
ヶ
原
高
原
の
植
生
に
つ
い
て

の
講
座
と
現
地
で
の
観
察
会

●
講
師　

尾
関
雅
章
氏（
長
野
県
環
境
保

全
研
究
所
研
究
員
）

●
参
加
料　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
で
長
野
県
美
ヶ
原

自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
へ（
当
日
参
加
も

可
）。

　

長
野
県
美
ヶ
原
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
０
２
６
３
・
31
・
２
８
０
７

募
集

上
田
市
都
市
計
画
審
議
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

上
田
市
の
都
市
計
画

に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
調
査

審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

都
市
計
画
課
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に「
上
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・

書
式
自
由
）を
添
え
て
、
都
市
計
画
課

に
提
出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
締
め
切
り　

８
月
29
日
㈮

　

都
市
計
画
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
５
２
２
）

上
田
市
景
観
審
議
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
会
の
内
容　

景
観
に
関
し
、
市
長

の
諮
問
に
応
じ
て
調
査
審
議
す
る
。

●
応
募
方
法　

都
市
計
画
課
に
あ
る
所
定

の
申
込
書
に「
上
田
市
の
景
観
」と
題
し

た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・
書
式

自
由
）を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
に
提

出
。
レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
締
め
切
り　

８
月
29
日
㈮

　

都
市
計
画
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
５
７
５
）

青
少
年
善
行
表
彰
を

実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
地
域
社
会
で
善
い
行
い
を
し

た
青
少
年
に
対
し
て
、
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
り
、
誇
り
と
自
信
を
高
め
、
さ
ら
に
豊

か
な
心
と
実
践
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
青
少
年
善
行
表
彰
を
実
施
し
ま

す
。

●
対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
学
、
若

し
く
は
通
勤
す
る
お
お
む
ね
18
歳
以
下

の
個
人
及
び
18
歳
以
下
の
方
で
構
成
さ

れ
て
い
る
団
体
。

●
表
彰
基
準　

①
勇
気
や
、親
切
を
示
し
、

周
囲
を
明
る
く
す
る
行
い
を
し
た
方
、

講
座
・
教
室
／
募
集
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②
道
徳
心
、
公
共
心
を
高
め
る
行
い
を

し
た
方
、
③
自
立
心
に
富
ん
だ
行
い
を

し
た
方
、
④
誠
実
、
責
任
、
努
力
が
認

め
ら
れ
る
行
い
を
し
た
方
、
⑤
そ
の
ほ

か
、
人
の
た
め
社
会
の
た
め
に
奉
仕
す

る
な
ど
善
い
行
い
を
し
た
方
。

●
推
薦
方
法　

生
涯
学
習
課
、
各
公
民
館

に
あ
る
推
薦
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
生
涯
学
習
課
へ
９
月
１
日
㈪
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
審
査

の
う
え
、
表
彰
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

上
田
市
産
院

ス
タ
ッ
フ
募
集
し
ま
す

　

上
田
市
産
院
で
は
、
産
科
医
師
及
び
助

産
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
安
全
で
安
心

し
て
お
産
の
で
き
る
医
療
施
設
、「
赤
ち
ゃ

ん
に
や
さ
し
い
病
院
」で
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
。
詳
し
い
勤
務
条
件
な
ど
は
遠
慮

な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
田
市
産
院　

TEL
22
・
１
５
７
３　

　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

sanin@
city.ueda.nagano.jp

＜広告欄＞

募集
上田市公の施設の指定管理者を募集します
　平成21年度から、上田市公の施設の管理を行っていただく指定
管理者を募集します。
　応募を希望される団体・企業などは各施設の募集要項及び仕様
書などを確認のうえ、各担当課に直接お申し込みください。
　各施設の募集要項及び仕様書については、各担当課にあります
のでお問い合わせください。
●募集施設名
　・上田市室内プール「アクアプラザ」
　　　 　 体育課　TEL23･6372
　・上田市営駐車場（上田駅お城口自動車駐車場、上田駅お城口第

二自動車駐車場、上田駅温泉口自動車駐車場、上田駅お城口
自転車等駐車場、上田駅温泉口自転車等駐車場）

　　　 　 管理課　TEL23･5125　TEL23･5129

●主な業務　施設の運営及び維持管理など。詳細は、各施設の募
集要項及び仕様書を参照してください。

●応募資格　個人以外の企業・団体などで、指定管理期間中、安
定して施設経営を行える方。詳細は、施設ごとの募
集要項をご覧ください。

●応募方法　上田市公の施設の指
定管理者の指定申請
書（様式第１号）、上
田市公の施設事業計
画書（様式第２号）並
びに申請に必要な書
類を添付し、担当課
に持参または郵送し
てください。

●応募締切　８月29日㈮必着
　 行政改革推進室
　　TEL22･4100（内線1932）

ユ
ニ
セ
フ
か
ら
贈
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
や
さ

し
い
病
院
の
認
定
証

��
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上
田
市
文
化
少
年
団
の

加
盟
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

上
田
市
文
化
少
年
団
は
、
市
内
で
子
ど

も
を
対
象
に
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
加
盟
す
る
市
民
組
織
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
、
文
化
活
動
の

普
及
と
振
興
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
上

田
市
文
化
少
年
団
に
加
盟
し
て
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
団
体
と
交
流
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
一
緒
に
、
上
田
市
の
子
ど
も
の
文
化

活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●
主
な
活
動　

９
月
／
子
ど
も
文
化
講

座
、
２
月
／
子
ど
も
文
化
祭（
※
）、
３

月
／
団
員
合
同
募
集
会
。
そ
の
ほ
か
、

月
１
回
程
度
理
事
会
を
開
催
。

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
を

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　

８
月
29
日
㈮
必
着

※
平
成
21
年
２
月
22
日
㈰
に
上
田
創
造
館

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
今
年
度
の
子

ど
も
文
化
祭
は
、
文
化
少
年
団
の
単
独

主
催
事
業
と
な
る
た
め
、
参
加
に
は
今

回
、
文
化
少
年
団
に
加
盟
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

上
田
市
文
化
少
年
団
事
務
局

　
　
（

文
化
振
興
課
内
）

　
　

TEL
23
・
６
３
６
１

高
速
道
路
交
通
安
全
講
習
会

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
日
時　

９
月
25
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
長
野
管
理

事
務
所（
長
野
市
松
代
町
）。
上
田
市
の

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

●
内
容　

ビ
デ
オ
講
習
や
高
速
道
路
の
管

制
室
の
見
学
、発
炎
筒
や
車
両
の
死
角
、

車
両
の
点
検
要
領
、
非
常
電
話
の
か
け

方
な
ど
、「
高
速
道
路
を
安
全
・
快
適
に

利
用
す
る
た
め
の
講
習
会
」で
す
。
運

動
免
許
更
新
の
た
め
の
講
習
会
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
対
象　

65
歳
以
上
で
普
通
運
転
免
許
の

あ
る
方

●
定
員　

先
着
30
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
込
受
付　

８
月
５
日
㈫
〜
19
日
㈫
の

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
、
生
活
環
境
課
窓
口
ま
た
は
電

話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

当
日
の
天
候
や
道
路
状
況
に

よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

平
成
21
年
度
採
用

消
防
職
員
を
募
集

●
採
用
予
定
日　

平
成
21
年
４
月
１
日

●
試
験
区
分　

消
防
職

●
採
用
人
員
数　

若
干
名

●
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
採
用
後
に
継
続
し
て

上
小
地
区
の
市
町
村
内
に
居
住
が
可
能

な
方
。

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
。

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
各
号（
欠
格
事

項
）の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

◇
第
一
次
試
験（
教
養
試
験
、
適
性
検
査
）

●
試
験
日
時　

９
月
21
日
㈰
午
前
８
時
受

付
開
始
、
午
前
８
時
30
分
試
験
開
始

●
試
験
会
場　

上
田
市
消
防
会
館
３
階

●
試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

●
受
験
申
込　

８
月
４
日
㈪
〜
15
日
㈮
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
上
田
市
消

防
部
消
防
総
務
課（
場
所
／
上
田
市
消

防
会
館
）へ
受
験
者
本
人
が
次
の
必
要

書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
は

不
可
。
土
・
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
必
要
書
類

①
受
験
申
込
書

②
履
歴
書（
高
校
在
学
者
は
全
国
高
等
学

校
統
一
用
紙
を
使
用
し
、
そ
の
ほ
か
の

方
は
配
布
す
る
も
の
を
使
用
）

③
80
円
切
手
を
張
っ
た
定
形
封
筒（
規
格

／
長
形
３
号
、
合
否
連
絡
用
、
受
験
者

の
あ
て
名
を
記
入
）

　

受
験
申
込
書
及
び
履
歴
書
は
、
人
材
開

発
課
及
び
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

人
材
開
発
課　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
（
内
線
１
２
０
２
・
１
２
０
３
）

高
齢
者
世
話
付
県
営
住
宅

入
居
者
を
募
集

●
募
集
戸
数　

１
戸（
入
居
予
定
日
９
月

15
日
）

●
募
集
住
宅　

別
所
団
地（
別
所
温
泉
、

平
成
10
年
築
、
中
耐
構
造
、
１
階
、
２

Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

●
家
賃　

２
万
１
７
０
０
円
〜
（
家
族
の

人
数
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

●
駐
車
場　

月
額
１
６
０
０
円

※
オ
ー
ル
電
化
住
宅
の
た
め
、
電
磁
調
理

器
を
ご
用
意
い
た
だ
く
必
要
あ
り
。

●
募
集
条
件　

市
内
在
住
で
、
住
宅
に

困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ
り
、
公

営
住
宅
法
上
の
世
帯
月
収
が
原
則
26
万

　

８
０
０
０
円
以
下
の
方（
そ
の
ほ
か
上
田

市
高
齢
者
介
護
課
の
面
接
あ
り
）

●
申
込
期
間　

８
月
６
日
㈬
〜
12
日
㈫
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所　

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

（
上
田
合
同
庁
舎
２
階
）

●
抽
選
会　

８
月
28
日
㈭
午
前
10
時
か
ら

上
田
合
同
庁
舎
５
階
会
議
室（
定
刻
に

不
在
の
場
合
は
棄
権
と
み
な
し
ま
す
）

●
見
学
会　

８
月
５
日
㈫
予
定

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
３

募
集

催し
発達障害についての講演会
●日時　８月21日㈭午後３時～５時
●場所　上田文化会館ホール
●演題　「困り感・学びと育ちを保障す

る支援教育」
●講師　佐藤曉

さとる

氏（岡山大学大学院教授）
●参加費　無料
　 子育て･子育ち支援課
　　TEL23･5106

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

お
知
ら
せ

平成19年度上田市男女共同参画計画の実施状況をお知らせします
　昨年度、市では「上田市男女共同参画推進条例」に基づく「上田市男女共同参画計画」を策定しました。その計画に沿っ
て、平成19年度に実施した事業の一部を基本目標ごとに報告します。
●基本目標１「個人の人権が尊重される男女共同参画意識の確立」
　平成19年９月に、男女共同参画の市民フェスティバル「男女がつくるいきいき上田」を開催したほか、講演会、学習会、
出前講座、広報うえだ、リーフレットの配布、インターネットなどで啓発活動を実施しました。

●基本目標２「ともに個性や能力が発揮できる社会の実現」
　あらゆる分野の方針決定の場に女性が参画できるよう、審議会等附属機関における女性の登用の促進を図り、平成19
年度末に女性の登用率が39.8％となっています。また、平成20年３月に企業、自治会などを対象とした男女共同参画
に積極的な取り組みを行っている事業者６団体の表彰を行い、女性の登用などに積極的に取り組んでいる事業者の紹
介・啓発を行いました。

犯罪の被害に遭われた方へひとりで悩んでいませんか
　昨今、殺人などの凶悪犯罪や窃盗、交通事故など多数の犯罪・事件が発生しており、私たちはある日突然、本人の意
思とは無関係に、犯罪被害者やその家族となる可能性があります。犯罪や犯罪と同様な有害行為によって、心身に害を
被った方やその家族・遺族を犯罪被害者といいます。そして、被害にあった多くの方が直接的な被害だけでなく、被害
後に精神的ショックや経済的負担など生じる様々な問題、二次的被害にも苦しめられることになります。
　二次的被害とは、事件に遭ったことによる精神的ショックや身体の不調、 医療費の負担や失職、転職などによる経
済的困窮、捜査や裁判の過程における精神的、時間的負担、周囲の人々の無責任なうわさ話などによるストレス・不安
感による被害のことです。
　周りの人は、被害者の気持ちを温かく受け止めて接し、責めたり、無理に励ましたりすることなど避けていただくこ
とが大切です。また、興味本位のうわさ話をすることはやめましょう。被害者の方の心の傷の回復には、周囲の人々の
理解と共感と支持が必要です。
●警察署などの主な相談窓口

　 人権男女共同参画課　TEL23･5393

●基本目標３「健康で心豊かに暮らせる充実した生活基盤の強化」
　平成20年１月に、「若者の愛と暴力を考える」啓発リーフレットを新成人全員に
配布し、男女間における暴力の根絶など性の尊重のための啓発を行いました。
また、各種健康診断の実施や健康づくり講演会、介護何でも相談など、高齢者・
障害者・介護者が安心して暮らせるための事業の実施に努めました。

　平成19年度上田市男女共同参画計画の実施状況の詳しい内容は、上田市のホー
ムページをご覧ください。

　URL：http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/danjo/index.html
　 人権男女共同参画課　TEL23･5245

相談の内容 相談窓口 電話番号
事件・事故の被害者の相談 上田警察署 22･0110
悩み、精神的被害の相談 長野犯罪被害者支援センター 026･233･7830

●上田市の主な相談窓口

相談の内容 相談窓口 電話番号
総合窓口 人権男女共同参画課 23･5393

DV被害者など、女性からの相談
市民プラザ・ゆう 27･2988

子育て・子育ち支援課 23･2000
児童虐待、児童に関する相談
悪質商法、交通事故に関する相談 生活環境課 22･4140

お知らせ

��
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在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
の
参
加
者
を
募
集

　

仲
間
と
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
、
気
分
転

換
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

自
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
方

●
定
員　

各
60
名（
参
加
は
ど
ち
ら
か
１

回
の
み
）

●
申
し
込
み　

い
ず
れ
も
、
お
近
く
の
社

会
福
祉
協
議
会
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
鹿
教
湯
温
泉
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
旅（
日

帰
り
）

●
期
日　

９
月
25
日
㈭

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
募
集
期
間　

８
月
５
日
㈫
〜
９
月
12
日

㈮
◇
堂
ヶ
島
・
駿
河
湾
フ
ェ
リ
ー
の
旅（
一

泊
）

●
期
日　

11
月
11
日
㈫
・
12
日
㈬

●
参
加
費　

２
５
０
０
円

●
募
集
期
間　

８
月
５
日
㈫
〜
10
月
31
日

㈮
　

上
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

上
田
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
27
・
２
０
２
５

　
　

丸
子
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
42
・
０
０
３
３

　
　

真
田
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
72
・
２
９
９
８

　
　

武
石
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
85
・
２
２
１
４

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

詳
細
は
、
８
月
下
旬
に
上
田
合
同
庁
舎

掲
示
版
及
び
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

９
月
１
日
㈪
〜
10
日
㈬
午

前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
日
含
む
）

●
受
付
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
６
階
会
議

室
●
抽
選
会　

９
月
18
日
㈭
に
上
田
合
同
庁

舎
講
堂
に
て
。

　

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
３

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
う
え
だ
７
月
１
日
号
掲
載
の
記
事

に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

・「
本
と
お
は
な
し
の
会
に
あ
そ
び
に
き

ま
せ
ん
か
」の
、
日
時
／
場
所
は
、「
毎
月

第
２
・
第
３
土
曜
日
／
上
田
図
書
館
」で

す
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま
す
。
な
お
、
８

募
集

募集
ミュージカルオペラ
「魔法の笛と鈴」（モーツァルト作曲「魔笛」より）の
舞台にあなたも立ってみませんか。
　ユニバーサルデザインの考え方による市民参加型公演を、平成
21年１月18日㈰に丸子文化会館セレスホールで開催します（昼夜
２回公演）。東京オペラ協会芸術監督の石

いし

多
だ

エドワードさんらが
練習に参加し、公演までの約５か月間、歌や演技を楽しく指導し
ます。
●参加対象　３～100歳（性別、障がいの有無、プロ･アマ、演劇
　　　　　　合唱経験の有無は問いません）
●募集部門　全ソリスト、混声合唱、児童合唱、役者
●参加費　入会費3,000円（資料・楽譜・台本・DVD代など）
●月会費　大人3,000円、中高生2,000円、小学生以下1,000円
●説明会　９月３日㈬午後７時から丸子文化会館小ホールで行い

ます。
●練習日程など　説明会以後、毎週水曜日に丸子文化会館で練習

予定。時間は、小学生以下が午後６時～７時30
分。大人及び中高生は午後７時30分～９時。

●申し込み　氏名、住所、年齢、性別、電話番号、希望部門、舞台
経験の有無、障がいの有無、参加するにあたっての気
持ち、今後の抱負を自由な書式でお書きいただき、８
月31日㈰までに次のいずれかにご提出ください。

　　　　　　★上田公演実行委員会事務局
　　　　　　　（深井環境総合研究所㈱内）
　　　　　　　〒386-0041　秋和195-3
　　　　　　　TEL27･3750　FAX27･3740
　　　　　　★丸子文化会館
　　　　　　　〒386-0404　上丸子1488
　　　　　　　TEL42･0001　FAX42･3148
　NPO法人東京オペラ協会
　　TEL03･5269･7895　FAX03･5269･7894
　　E-mail：offi  ce@tokyo-opera.gr.jp
　　URL：http://www.tokyo-opera.gr.jp
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キラリ★輝くこどもたち！

K
IN
D
E
R
G
A
R
T
E
N
　
IN
T
R
O
D
U
C
T
IO
N

月
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

広
報
う
え
だ
７
月
16
日
号
掲
載
の
記
事

に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

・「
第
22
回
上
田
古
戦
場
健
康
・
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」の
上
野
選
手
の
名
前

が「
祐
一
郎
」と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
裕

一
郎
」の
誤
り
で
す
。
同
記
事
の
種
目

中
、「
Ａ
男
子
ハ
ー
フ
10
㎞
」「
Ｂ
女
子

ハ
ー
フ
10
㎞
」は
、
正
し
く
は「
Ａ
男
子

ハ
ー
フ
」「
Ｂ
女
子
ハ
ー
フ
」で
す
。
訂

正
し
、
お
わ
び
し
ま
す
。

豊かな自然と温かい人情に包まれて

　神川第一保育園は上田市の東、大屋地籍にあって、園児
数22名という小規模園です。隣接する100坪ほどの畑で
は、毎年、園児たちが地域の祖父母の皆さんの知恵や力を
借りて、じゃがいも、きゅうり、トマト、サツマイモなど
を植え、水やりや草取りなどの世話をしています。収穫期
には全園児で、採れたて、新鮮、無農薬の野菜を給食の先
生に調理してもらって、おいしく食べています。今年で４
年目になる「神川米」作りは、発泡スチロールの田んぼで育
て、割り箸

ばし

で脱穀、すり鉢でもみすりをして、一升近くを
収穫。毎年秋に行う玄米パーティーで食べる米の味は格別
です。
　園の西方にある岩下の田んぼ道は、子どもたちの大好き
なお散歩コースです。「ピノキオ」のゼベットおじいさんが
住んでいそうなログハウス風の素敵な小屋があったり、３
匹のヤギ「ガラガラドン」がトロルに出会うような橋があっ

たり、まるで
お話の世界へ
すっと入って
いけそうな場
所があります。
園の南方では、
依田川と千曲
川が合流する
勇壮な景色が
見られ、子ど
もたちが〝宝の
石の島〞と親し
んでいる河原

では、色とりどり、大小様々なお気に入りの石拾いができ
ます。浅瀬では、ウグイの稚魚すくいも楽しみます。
　子どもたちは、野菜づくりや米づくりをとおして、〝ず
く〞を出して育てることの大変さや、大雨やひょうなどの
自然の怖さ、がんばって育てたあとの収穫の喜びと命をい
ただくありがたさなど、実体験から多くのことを学んでい
ます。園ではこれからも、地域の皆さんに感謝の気持ちを
持ち、友だちへの優しい気持ちの育ちを大切に、心豊かな
子どもをめざし、保育を進めていきたいと思います。

神
川
第
一
保
育
園

宝の石の島でさかなとり

畑の野菜の水やり

　ご寄付いただいた皆様、ありがとうござ
いました。厚くお礼申し上げます（６月分）。

◇JFTD花キューピット協同組合長野支部
様　プランター約30個・花苗など花壇作
り一式／塩川保育園へ
◇上田市倫理法人会様　日めくりカレン
ダー藤本幸邦作「おっしゃんの心のカレ
ンダー」108冊／市内小中学校へ
◇黒澤太平様　現金１万円／社会福祉基金
として
◇上田情報ビジネス専門学校様　書籍「ひ
まわりのかっちゃん」40冊／市内小中学
校へ
◇ダイワコンピューテック株式会社様・株
式会社東京コンピューター様／「誓いの
木」木と花のセット（275セット）／市内
小中学校へ

緑の募金のご協力のお礼
　４月１日から５月31日までに実施した「緑
の募金」は、皆さんのご協力により、上田市
では総額532万2639円が集まりました。
　これらの募金は、㈳国土緑化推進機構の
森林整備事業のほか、上小地区の環境緑化
木配布事業やみどりの少年団の活動などに
役立てられます。ご協力ありがとうござい
ました。
　 森林整備課　TEL23･5124
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信州上田夏季大学 2008

「地域で生と死を考える～豊かないのちをはぐくむために～」第３
分科会 講師／庄司進一氏（城西病院院長、筑波大学名誉教授）

ファシリテーター／藤川まゆみ氏
地域でのいのちのつながりの感覚が薄れてきている今、生活や文化、福祉・医療などの場で、私たち
が本当に必要としているものは何なのかを考え、地域の中のいのちの営みについて考えます。

第９
分科会

「本と私と図書館と…パート２」
講師／深町稔氏（前週刊上田編集長）
一冊の「本」を通して、日ごろ自分が感じていることを、自由に、気軽な気持ちでおしゃべりする時間
を過ごします。あなたのお気に入りの本を１・２冊ご持参ください。

第８
分科会

「蚕都上田のまちづくり～上塩尻の文化を伝承しよう～」
講師／古川愛哲氏（雑学の大

たい

家
か

）、清水卓爾氏（上塩尻在住）、三田育雄氏（長野大学）
蚕室のある民家を見学し、蚕種製造の中心地「上塩尻」の有形無形の文化伝承をまちづくりに生かして
いく策を参加者と一緒に考えます。

第７
分科会

「市民が向き合うハンセン病問題」
講師／伊波敏男氏（作家、ハンセン病回復者）
話題提供者／畑谷史代氏（信濃毎日新聞社論説委員）、横田雄一氏（弁護士）、
　　　　　　畑田利和氏（中学校教諭）
市民として、ハンセン病問題をどのように理解し、これからどのような行動をしたらいいのか。「ハン
セン病基本法」の内容や教育・報道の立場からの報告を聞きながら共に考えます。

第６
分科会

「上田市独自の法規が誕生する?!上田市の自治（まちづくり）基本条例を考える」
講師／安井幸次氏（長野大学）、久保木匡介氏（長野大学）
今、上田市では、「自治基本条例」を決めようとしています。地域課題を解決していきながら、住んで
いて良かったと思える上田を次世代に引き継ぐまちづくりのルールを共に学びます。

第５
分科会

「公共交通の存続を考える」
講師／高瀬達夫氏（信州大学工学部）
地方鉄道、バス交通、並行在来線などの存続をいかに考え行動し実現して行くかを導き出します。

第２
分科会

「上田のいいとこさがし、いいとこ活かしパート２」
講師／ 牧谷孝則氏（NPO法人ルーバンデザイン研究所理事長、上田のすてき会）
城下町や蚕都の面影を各所に残す中心商店街・原町界隈を歩き、気がついた「いいとこ」を出し合い、
どんなふうに生かしたらもっと魅力的なまちになるかを一緒に考えてみます。

第４
分科会

「多文化共生社会が私たちに与えるモノ
～外国人と共に生きる社会を考え、ついでにブラジル料理を覚えましょう～」
講師／春原直美氏（財団法人長野県国際交流推進協会事務局長）
　　　高橋 小百合氏（長野市国際室国際交流コーナー専門員）
県内で外国人住民が一番多い街、上田。外国人と共に生きるということが私たちに与えてくれるモノ
は何か、そんな視点で多文化共生を一緒に考えてみませんか？ブラジル料理も作る時間をもうけ、実
際に文化を体験します。

第１
分科会

「うえだ里川物語～里川でつながる ひと・まち・ぶんか～」
基調講演講師／小宮山量平氏（「理論社」創業者、作家、編集者）
コーディネーター／高須健氏（信州上田千曲川少年団）
地域の産業や文化を育んだ「森と川の恵み」を見つめ、川への想いを語り合います。

市民の手によるまちづくりシンポジウム 「
信
州
上
田
夏
季
大
学
２
０
０
８
」参
加
者
を
募
集

　

市
民
有
志
が
学
び
た
い
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、
九
つ
の
分
科
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
今
年
は
前
夜
祭
、
懇
親
会
で
参
加
者
間
の
交
流
も
企

画
し
ま
し
た
。
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
課
題
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

分科会参加費 　一般1,000円、学生500円（中学生無料）（当日徴収）　●前夜祭会費　2,500円　●懇親会会費　1,500円
申込方法  ８月26日㈫までに参加申込書をFAX（23・6368）または郵送（〒386-0025天神二丁目4-55）、
  Eメール（shogaku@city.ueda.nagano.jp）で実行委員会事務局へ。３歳以上託児有（要予約）
　信州上田夏季大学実行委員会事務局（ 生涯学習課内）　TEL23・6370

　　ホームページアドレスhttp://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/shogaku/index.html

分科会　８月31日㈰受付午前９時～、開始午前９時30分～午後４時40分／長野大学
前夜祭　８月30日㈯午後６時30分～／大手町会館
懇親会　８月31日㈰午後５時15分～／長野大学

日時
／
場所
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真田幸村ロマンウォーク

開催日 　10月25日㈯：A～Cコース・26日㈰：D・Eコース
コース

コース コース名 距離 受付時間 スタート時間 最終ゴール時間
Ａ 真田氏ゆかりの海野コース 約28Km 7：00 8：00 16：00
Ｂ 第二次上田合戦コース 約11Km 7：30 8：30 14：30
Ｃ 真田大助コース 約４Km 8：00 9：00 13：00
Ｄ 信州の鎌倉・湯けむりコース 約30Km 7：00 8：00 16：00
Ｅ 上田城・城下町寺社めぐりコース 約10Km 8：00 9：00 14：00

※スタート・ゴールは、全コース上田城跡駐車場
認定大会

「真田幸村ロマンウォーク」は、日本ウォーキング協会などで認定された、「オールジャパンウオーキングカッ
プ長野県認定大会」、「関東・甲信越マーチングリーグ公式大会」、「国際・日本市民スポーツ連盟認定大会」
のそれぞれの大会の一つとなります。すべての認定大会での完歩をめざすウォーカーの皆さん、ぜひご参
加ください。
参加資格 　
国籍、年齢、性別を一切問いません。ウォーキングマナーを守ることができる方ならどなたでも参加でき
ます。
参加費用 　
一般1,000円、小中学生500円、未就学児無料
※参加費は、１日のみの参加も両日参加も同額。
申込方法 　
次のいずれかでお申し込みください。
①郵便局からの申し込み／ロマンウォーク
パンフレットの「郵便振替用紙」に必要事
項を記入のうえ、参加登録料を「真田幸
村ロマンウォーク実行委員会」（口座番
号00590-7-74684）へお振り込みくださ
い。

②窓口での申し込み／真田幸村ロマン
ウォーク実行委員会（観光課・上田市観
光会館２階）、または丸子・真田・武石
地域自治センターなどの観光担当窓口
まで。

③ 当日申し込み／出発会場で受け付けます。
事前参加受付締め切り 　10月３日㈮
　真田幸村ロマンウォーク実行委員会事務局（ 観光課・上田市観光会館２階）

　　TEL23・5408　FAX23・7355

第
７
回
真
田
幸
村
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
を
募
集

まずはエントリー！
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わがまち魅力アップ応援事業

平
成
20
年
度「
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
」追
加
募
集
開
始

魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

○制度の概要
（1）個性あるふるさとづくり応援事業【通称：ふるさとづくり事業】（自治会対象）

対象者 自治会・地区自治会連合会

対象となる事業

自治会の皆さんが、地域の自然環境・景観・歴史・文化・民俗芸能などの資
源を掘り起こし、地域の価値を高め、創出することにより、ふるさとに誇り
や夢を持ち、コミュニティの活性化と地域の一体感の醸成に寄与する継続性
のある事業

地域資源 有形・無形を問わず１地域１テーマの登録制

対象経費
謝金、旅費交通費、消耗品費、印刷製本費、燃料費、通信費、保険料、委託費、
使用料及び賃借料、原材料費、備品購入費

補助限度額 150万円

補助率 補助対象経費の100％

補助期間 ５年以内（補助総額150万円以内）

（2）特色あるまちづくり応援事業【通称：まちづくり事業】（市民活動団体対象）

対象者 ５人以上でまちづくりを行う市民活動団体

対象となる事業
まちづくりに熱意やアイデアを持つ市民の皆さんが、地域の課題の解決や世
代間・地域間交流を目的に参加者を限定せずに行う上田市の魅力アップに寄
与する事業

対象経費 個性あるふるさとづくり応援事業と同様

補助限度額 100万円

補助率 補助対象経費の100％

補助期間 ２年以内（補助総額100万円以内）

募集期間 　８月１日㈮～29日㈮
応募方法 　各地域協議会事務局（地
域自治センター、公民館）にある
所定の申込書に記入し、事務局
へ提出してください。申請書は
上田市ホームページからもダウ
ンロードできます。

補助事業の選考 　主たる事業実施地
域の各地域協議会委員の皆さん
に、申請団体のプレゼンテーショ
ンにより交付事業の選考を行っ
ていただきます。
　 まちづくり協働課　TEL22・4100（内線1354）
　　事業実施地域の地域協議会事務局（地域自治センター、公民館）

　自治会や市民活動団体の皆さんが行う魅力ある地域づくり、元気な地域づくり活動を応援し
ます。
　「それぞれの地域をもっと魅力あふれる地域にしたい」という熱い思いを持つ団体の皆さんの
ご応募をお待ちしています。
　なお、事業の採択にあたっては、当初募集時に採択事業の少なかった上田中央、上田西部、
上田城南、川西、真田、武石の６地域について優先的に採択します。

初夏のふれあいフェスティバル
（川西地域・岡の里山を守る会）

��



わがまち魅力アップ応援事業

●全市域　　
まちづくり事業　上田エリア子育て情報誌「ままっぷ」製作
事業（Ｗith:mom）、3on3 in 上田（3on3 in 上田実行委員
会）、上田16万市民の安心・安全を守る災害に強い上田
市づくり（上小建設事業協同組合）、上田市民1,000人合
唱フェスティバル（魅力ある新市民会館等の実現を考え
る会）、妊婦健診推進キャンペーン事業（お産育児ネット
ワークグループパム）、食品トレイ使用品目削減の啓発
活動（うえだエコライフネットワーク）、真田幸村のふる
さと上田PR＆おもてなし事業（上田城甲冑隊）、「うえだ
ファン」をつくろう！事業（UFM Ｇroup）

●上田中央地域　　
ふるさとづくり事業　歴史的街並みを保存、活用し発信す
る事業̶柳町ミュージアムプラン（柳町自治会）、押出
川流域ウオーキングトレイル整備事業（押出川関連五自
治会連合会）

まちづくり事業　真田幸村ファンの集い街中イベント（真
田幸村ファンの集い実行委員会）、中心市街地に残る洋
風建物の価値の再認識とPR（うえだ洋館物語）
●上田西部地域　　
ふるさとづくり事業　西小学校を拠点とした災害時、安心
なまち、ふるさとづくり（西部地区自治会連合会）、塩尻
地区歴史の散歩道整備事業（塩尻地区自治会連合会）

まちづくり事業　地域の医者を知ろう〔主治医をさがせ〕
（西部地域を考える会）
●上田城南地域　　
ふるさとづくり事業　伝統的行事を大切にする川辺町自治
会（川辺町自治会）、四季折々の花と緑と山菜・茸の里づ
くり半過自治会（半過自治会）

●神科・豊殿地域　　
ふるさとづくり事業　あやめの里づくり事業（豊殿地区自
治会連合会）、歴史・文化を生かし、水と緑豊かな郷土
づくり（神科新屋自治会）、歴史の薫る町並み紹介と史跡
保存活動を生かした地域づくりの里（伊勢山自治会）

まちづくり事業　ふるさと豊殿郷土史づくり事業（豊殿地
区公民館活動活性化委員会）、人の輪により、里山周辺
の荒廃地の復活とふるさとの再生（男磊の会）、稲倉棚田
大収穫祭（稲倉保存会）

●塩田地域　　
ふるさとづくり事業　文化に親しむ会（五加自治会）、下本
郷地区花と緑の街づくり（下本郷自治会）、水・環境を守
る癒
いや
しの里手塚自治会（手塚自治会）、西行塚を中心に中

野の歴史遺産を活かしたふれあいの里中野自治会（中野
自治会）、独自の歴史文化を共有し、引き継ぐ交流のま
ち奈良尾自治会（奈良尾自治会）

まちづくり事業　信州の鎌倉中塩田地区夏祭り（中塩田地
区夏祭り実行委員会）、ほっと！湯ったり！まるごとプ
ロジェクト（同プロジェクト実行委員会）
●川西地域　　
まちづくり事業　アヤメ街道ふれあいの里づくり（町小泉
アヤメを育む会）、初夏のふれあいフェスティバル（岡の
里山を守る会）　

●丸子地域　　
ふるさとづくり事業　辰ノ口バイパス道路景観整備事業
（辰ノ口自治会）、史跡散策ウオーキングコースの開発（長
瀬地区自治会連合会）、ふるさと農道景観整備事業（荻窪
自治会）、地域が育てる西内っ子育成支援活動で住民を
つなぐ、福祉・温泉の里山、西内地区（西内自治会・平
井自治会）、ふるさと景観づくりと健康の里和子自治会 
（和子自治会）
まちづくり事業　花桃の苗を植え養成と維持管理（腰越花
桃の会）、陣場台地景観整備事業（陣場地区土地利用研
究委員会有志の会）、地域の景観整備と生活環境の継承
（SLOW-LIFEクラブ素浪人）、霊泉寺温泉未来プロジェク
ト（霊泉寺温泉の活性化を考える会）、木曽義仲ゆかり史
跡整備（木曽義仲信州丸子会）、炭焼き技術を伝承し、山
林を守り炭の活用を図る（荻窪炭焼きを楽しむ会）、箱山
城・桜ロード整備事業（箱山城・桜ロードの会）、里山セ
ラピー公園整備事業（鹿教湯商工会）、お産と子育てに優
しい街 うえだ（お産を考える会はぐHUG）、かかし祭り
の企画・運営事業（丸子地域を活性化する会）
●真田地域　　
ふるさとづくり事業　ダボスの丘 遊歩道整備事業（菅平自
治会）

まちづくり事業　あずまや高原を憩いの広場に育てる事業
（らいてうの家運営委員会）
●武石地域　　
ふるさとづくり事業　一里花桃の里、余里自治会整備事業
（余里自治会）
まちづくり事業　ヒカリ苔輝く美ヶ原焼山沢登山道整備事
業（武石山岳会）、武石早起き野球連盟40周年記念！ 100
周年まで続くように将来の会員を育てようプロジェクト
（武石早起き野球連盟）、「見よ美しの歌」伝承・文化交流
事業（武石音頭・武石小唄を愛し保存する会）

　本年度の当初募集には、市内全体で60件の応募があり、６月の各地域協議会において選考審査が行われました。
　地域協議会では、公益性、妥当性、効果・効率性、継続性などの視点から厳正な審査が進められ、その後、事業採
択について市長へ意見書が提出され、53事業が採択となりました。
　ふるさとづくり事業については、自治会や地区自治連などから地域の資源を生かし、地域の価値を高めることによ
りコミュニティの活性化に寄与する21事業が採択されました。また、まちづくり事業については、まちづくりに熱意
やアイデアを持つ各種団体などから、景観、健康、福祉、農業、教育など様々な分野にわたる課題解決や世代間交流・
地域間交流などを目的とした上田市の魅力アップにつながる32事業が採択されました。
　今後、自治会や各種団体などの活発な取り組みを通じた、元気で魅力あふれるまちづくりが期待されます。

○平成20年度１次募集採択事業　地域／事業名（団体名）

平成20年度当初募集で採択された事業を紹介します

��



スケッチ
四つ葉

13か国25人がホームステイ

かがやけ上田の未来っことーく

子育て世代の
声を市政へ

世界中に友だちを
つくろう

界
各
国
の
若
者
が
日
本
各
地
を
周

り
、
異
な
る
言
語
や
文
化
を
学
ぶ

「
ワ
ー
ル
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル（
Ｗ
Ｃ
Ｉ
）」の
一
行
が
、
６

月
23
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
上
田
市
を

訪
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｉ
の
滞
在
は
、
昨

年
に
続
き
２
回
目
で
、
６
月
27
日
か

ら
の
10
日
間
を
市
内
外
の
14
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
は
日
中
、
農
産
物
直
売
加
工
所

あ
さ
つ
ゆ
や
地
元
工
場
の
見
学
、
平
井

地
区
で
の
そ
ば
う
ち
体
験
・
農
作
業
体

験
な
ど
、
農
業
や
食
育
を
テ
ー
マ
に
し

た
地
域
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
活
動
で
は
生
田
地
区
に

あ
る
障
害
者
福
祉
施
設
と
ん
ぼ
ハ
ウ
ス

で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
手
玉
花
咲
会
の
遊

び
の
達
人
の
指
導
の
も
と
、
お
手
玉
や

け
ん
玉
、
竹
馬
な
ど
日
本
の
伝
統
的
な

遊
び
を
体
験
。
施
設
利
用
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
日
本
の
文
化
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
の
や
さ
し
さ
に
ふ
れ
た

メ
ン
バ
ー
は
、最
終
日
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
涙
で
見
送
ら
れ
、
次
の
滞
在

都
市
の
多
摩
市
へ
向
か
い
ま
し
た
。

初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
主
に
３
歳
以
下
の
幼
児

を
持
つ
母
親
た
ち
が
市
内
各
地
か
ら
約

20
組
参
加
。
冒
頭
で
、
母
袋
市
長
か
ら

子
育
て
支
援
の
市
の
取
り
組
み
の
説
明

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
市
内
で
安
心
し
て

お
産
が
で
き
る
体
制
を
求
め
る
意
見
や

小
児
初
期
救
急
セ
ン
タ
ー
の
休
日
夜
間

の
診
察
を
望
む
声
、
放
課
後
児
童
対
策

の
充
実
を
望
む
意
見
な
ど
が
活
発
に
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
開
か
れ
て
い
る
親
子
ひ
ろ
ば
や

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
会
議
な
ど

へ
、
市
長
が
出
向
き
懇
談
を
行
う
も
の

で
す
。

　

市
で
は
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見

や
要
望
を
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考

に
し
て
い
き
ま
す
。

育
て
や
教
育
を
テ
ー
マ
の
中
心
と

し
て
、
市
政
に
つ
い
て
懇
談
す

る
市
長「
か
が
や
け
上
田
の
未
来
っ
こ

と
ー
く
」 

が
６
月
30
日
、
神
科
第
二

保
育
園
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

世

子
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真田でバレーボール教室

焼山沢登山道に輝く「ヒカリゴケ」

元全日本監督が
教えてくれた！

レ
ー
ボ
ー
ル
元
全
日
本
監
督
の
寺て
ら

廻ま
わ
り

太ふ
と
し

さ
ん（
現
Ｊ
Ｔ
監
督
）を
招
い

て
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
が
、
さ
な
だ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

メ
ー
カ
ー
の
デ
サ
ン
ト
の
共
催
に
よ
り

美しい森の中で
やさしい光を求め

を
探
し
て
、
美
ヶ
原
高
原
へ
続
く

自
然
あ
ふ
れ
る
焼
山
沢
登
山
道
へ

足
を
踏
み
入
れ
て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に

広
が
る
の
は
、山
道
沿
い
を
流
れ
る
川
、

幹
周
り
が
３
ｍ
を
超
え
る
樹
齢
推
定

４
０
０
年
の
ト
ガ
の
親
木（
写
真
上
）、

風
に
揺
れ
る
木
々
の
音
、
鳥
の
さ
え
ず

り
や
セ
ミ
の
声
、
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

た
っ
ぷ
り
の
焼
山
の
滝
…
。
そ
し
て
、

焼
山
の
滝
の
少
し
先
の
岩
陰
に
生
息
す

る
の
が
、目
的
の「
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
」で
す
。

　

ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
は
、
岩
陰
な
ど
暗
い
場

所
で
、
差
し
こ
ん
で
く
る
わ
ず
か
な
光

を
自
身
の
細
胞
に
反
射
さ
せ
、
金
緑
色

に
や
さ
し
く
光
り
ま
す
。「
こ
れ
そ
う

か
な
？
光
っ
て
い
る
よ
ね
？
」岩
の
す

き
間
を
の
ぞ
き
こ
み
、
小
さ
な
光
を
見

つ
け
る
と
思
わ
ず
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
武
石
山
岳
会
の
皆
さ
ん
が

市
の
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

を
利
用
し
、
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
を
始
め
と
す

る
美
ヶ
原
の
貴
重
な
植
生
を
保
護
し
よ

う
と
活
動
を
始
め
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
大
自
然
の
中
の
小
さ

な
や
さ
し
い
光
を
探
し
に
武
石
の
森
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

６
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
真
田
中
体
育
館
に
集

合
し
た
、
小
中
学
生
70
人
を
前
に
寺
廻

監
督
は
、「
良
い
動
き
の
た
め
に
は『
良

い
準
備
』が
大
切
。
次
の
自
分
の
動
き

を
考
え
、
体
の
重
心
を
し
っ
か
り
と
ら

え
て
準
備
態
勢
に
入
る
よ
う
に
」と
話

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
い
く
つ

か
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
監
督
と
向
か
い

合
っ
て
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
監
督
の

体
の
動
き
を
見
つ
め
、
言
葉
に
聞
き
入

り
、
そ
し
て
ペ
ア
を
組
ん
で
指
導
内
容

を
実
践
し
た
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
東
信
大
会
直
後
の
教
室

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
あ
と
２
か
月

早
け
れ
ば
な
ぁ
」と
残
念
が
る
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
早
め
に
次
の
体
勢
を

考
え
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
球

筋
で
打
ち
返
せ
た
」と
喜
ぶ
言
葉
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
今
後
の
実
戦
に
役
立
つ

有
意
義
な
教
室
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

バ

光
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特別企画  ４選 ツアー参加者全員に
「ちょっぴりプレゼント」の特典付き！

③但馬の小京都出石お城まつり、神戸の夜景と世界遺産「奈良」への旅
旅行代金１名様　44,800円　申込締切10月10日㈮

11/２㈰
上田（6：00ごろ）＝清水寺（昼食・自由散策）＝豊岡市（出石16：30ごろ）
コウノトリ・グランドホテル【泊】〔食事条件：昼・夕食〕

11/３㈪
ホテル（8：30）＝コウノトリの郷公園＝出石お城まつり（自由散策・自由食）＝六甲山《神戸の夜景をお楽しみく
ださい》＝神戸ポートアイランド（18：00ごろ）、　ホテルパールシティ神戸【泊】〔食事条件：朝・夕食〕

11/４㈫
ホテル（8：45）＝東大寺・奈良公園・春日大社（散策・昼食）＝上田（19：00ごろ）〔食事条件：朝・昼〕
※諸条件により行程が変更になる場合があります。

※先着80名限定　２名様以上からお申し込み願います（１名様の場合は相部屋となりますのでご了承ください）。
【お申し込み・お問い合わせ（登録旅行業者代理業）】　農協観光　TEL0267・24・1130

中貝宗治 豊岡市長
幸せを運ぶ鳥・コウノト
リ舞う豊岡で、皆様のお
越しを心からお待ちして
おります。

六甲山から眺める神戸の夜景（一例）

④九度山町と高野山  真田親子配流地で真田ロマンを体感！
旅行代金１名様　27,800円　申込締切10月10日㈮

11/15㈯
上田（5：30ごろ）＝五條（昼食）＝大収穫祭IN九度山（見物）＝高野山根本大塔・金剛寺（参拝）＝高野山宿坊（16：50
ごろ）、蓮華定院【泊】〔食事条件：昼・夕食〕

11/16㈰
宿坊（8：15）＝高野山奥の院（参拝）＝御所（昼食：柿の葉ずし）＝談山神社（現存唯一の十三重塔参拝）＝上田（20：
00ごろ）〔食事条件：朝・昼〕
※諸条件により行程が変更になる場合があります。

※先着80名限定　２名様以上からお申し込み願います（１名様の場合は相部屋となりますのでご了承ください）。
【お申し込み・お問い合わせ（登録旅行業者代理業）】　千曲観光㈱　TEL0268・22・8200

岡本章 九度山町長
11月は特産品の富有柿
が最盛期です。どうか真
田氏ゆかりの九度山町へ
歴史と味覚を訪ねてぜひ
皆様お越しください。

豊岡市無形民族文
化財「大名行列槍
振り」　
江戸時代の参勤交
代の模様を今に
伝える伝統行事で
す。

特別天然記念物
コウノトリ
（画像提供・豊岡市）

蓮華定院
本堂は小県一郡で再建、庫裏
と山門は他の郡の助力による
と伝えられています。

談山神社
木造十三重塔としては
世界唯一。
屋根は伝統的な檜皮葺
き（国重要文化財）。

高野山・根本大塔　

九度山富有柿
品質が優れて味
が良く「日本一の
富有柿」との評価
を得ています。

主催　上田市・上田市産業開発公社
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新市市民ツアー３周年　
①鶴岡八幡宮流鏑馬神事と伊東温泉の旅

旅行代金１名様　27,200円　申込締切8月25日㈪

９/16㈫
上田（6：00ごろ）＝鎌倉（昼食）＝鶴岡八幡宮流鏑馬神事（自由見物）＝熱海ビーチライン＝伊東温泉（17：00ごろ）
ホテルサンハトヤ【泊】〔食事条件：昼・夕食〕

９/17㈬
旅館（8：30）＝城ヶ崎蓮着寺（散策）＝ひものセンター（買物）＝修善寺＝伊豆洋らんパーク（昼食、洋らん見物、写
真）＝わさび店（買物、休憩）＝河口湖大橋＝上田（19：00ごろ）〔食事条件：朝・昼〕
※諸条件により行程が変更になる場合があります。

※先着80名限定　２名様以上からお申し込み願います（お部屋は４名様以上の利用となりますので、３名様で利用の場合は１
名様1,050円アップ、２名様で利用の場合は１名様3,150円アップになります。１名様の場合は相部屋となりますのでご了承
ください）。

【お申し込み・お問い合わせ（登録旅行業者代理業）】　上電バス㈱上電観光　TEL0268・29・7001

石渡德一 鎌倉市長
歴史と伝統に彩られた武
家の古都・鎌倉へぜひお
越しください。
皆様のご来訪を心よりお
待ち申し上げております。

ホテル全景

伊東の海と初島を雄大に望
む、５Fの「パノラマ大浴場」鶴岡八幡宮流鏑馬神事

②新鮮な海の幸と詩情あふれる佐渡島
旅行代金１名様　32,800円　申込締切　8月25日㈪

９/20㈯
上田（6：00ごろ）＝直江津港～フェリー～小木港（昼食）＝たらい船＝「よさこいおけさ2008」（ステージ形式の演
舞を見物：佐和田アミューズメント佐渡）＝相川温泉相川やまきホテル【泊】〔食事条件：昼・夕食〕　

９/21㈰
ホテル（8：15）＝佐渡金山（見学）＝大佐渡スカイライン（白雲台：全島を一望する眺めをご覧ください）＝トキの
森公園（見学）＝両津港（昼食）～フェリー～新潟港＝上田（19：00ごろ）〔食事条件：朝・昼〕
※諸条件により行程が変更になる場合があります。

※先着80名限定　２名様以上からお申し込み願います（お部屋は３名様以上の利用となりますので、２名様で利用の場合は、
１名様3,150円アップになります。１名様の場合は相部屋となりますのでご了承ください）。

【お申し込み・お問い合わせ（登録旅行業者代理業）】　千曲観光㈱　TEL0268・22・8200

髙野宏一郎 佐渡市長
佐渡では、「美しく環境
にやさしい島づくり」に
取り組んでおり、今年の
秋にはトキの試験放鳥も
行われます。
上田市の皆さん、ぜひお
いでください。

ホテル全景

小木港たらい舟

佐渡金山

大好評に
つき

よさこいおけさ（一例）

お申し込みは、各旅行委託先へどうぞ。最少催行人員は、各コースとも30名以上です。
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市政提言電話（留守録）：0268・25・2539  市政提言FAX ： 0268・23・5111  市政提言メール： mayor@city.ueda.nagano.jp
上田市ホームページURL ： http：//www.city.ueda.nagano. jp/

人口：160,624人  男：78,607人  女：82,017人　世帯数：61,692戸　外国人登録者数：5,305人  男：2,557人  女：2,748人

人の動き （平成20年7月1日現在）

まち歩きを通して「すてき」と感じる景観
や建物・人を表彰し、地域の文化を掘り
起こす活動を行っている「上田のすてき
会」。７月12日は真田地域の横尾集落から
信綱寺、戸沢集落周辺を歩き、すてき発
見ウォッチングをしました。お蚕さんを
飼っていた母屋やその屋根にのっている
気抜き、立派な石垣、手入れの行き届い
た庭の木を見るたび、参加した人たちは「すごいねえ」と口々に話していま
した。９月には、この日のまち歩きで参加者が選んだ建物などに、「すてき
賞」を贈る表彰式を行います。だれでも参加できる、このウォッチング。10
月以降は丸子と武石を歩く予定です。

真田の「すてき」を
見つけてきました
提供／上田のすてき会

し
き
お
り
お
り
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